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明
治
43
年
創
業
の
久
保
醸
造
を
前
身
と
し

て
、「
か
め
壷
仕
込
み
」
に
よ
る
焼
酎
を
造

り
た
い
と
平
成
2
年
に
創
業
し
た
同
社
。
同

社
の
社
長
が
、
も
と
も
と
焼
酎
の
原
料
の
サ

ツ
マ
イ
モ
を
扱
う
会
社
を
経
営
し
て
い
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
焼
酎
造
り
を
始
め
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
原
料
の
質
を
大
切
に
す
る
焼

酎
造
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
原
料
の
サ
ツ

マ
イ
モ
の
ほ
と
ん
ど
は
関
連
会
社
が
地
元
で

栽
培
し
た
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
「
本
物
を
造
る
の
に
絶
対
に
手
は
抜
か
な

い
」
と
い
う
同
社
の
製
品
は
、
今
年
の
酒
類

鑑
評
会
の
本
格
焼
酎
部
門
で
華
奴
と
黒
粋
華

奴
の
2
つ
が
同
時
に
優
等
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
、
そ
の
味
と
品
質
は
折
り
紙
つ
き
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
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「�焼酎仕込み最盛期」

志布志の『ウマイ！』を

お届けします。

しぶし グルメん ’s なび

Do you want to eat?

『�

せ
っ
か
く
志
布
志
に
住
ん
で

い
る
ん
だ
し
、
志
布
志
の
美

味
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
。』

『�

志
布
志
を
訪
れ
て
く
れ
た
友

人
に
、
美
味
し
い
も
の
を
食

べ
て
ほ
し
い
。』

志
布
志
市
観
光
特
産
品
協
会

が
、
そ
ん
な
あ
な
た
に
オ
ス

ス
メ
す
る
一
品
で
す
。

26　市民のひろば

　　「 あたや元気やっど ! 」ほか

22　文芸『志』・季・折・々

　　「彼岸花」

華奴の他にも美味しい焼酎がたくさん！

かめ壷で丁寧に行われる 1 次仕込み

太久保酒造株式会社 の

華奴・黒 粋 華 奴

　地元産のさつまいもを原料にかめ
壷仕込みで造っています。
　白麹でマイルドな味わいに仕上げ
た華奴。黒麹で仕込み、より強い香
りが楽しめる黒粋華奴。どちらもお
すすめの逸品です。

16　保健師・栄養士メモ

　　「自分で発見できる唯一のがん」ほか

　市内には焼酎を造る会

社が 3 社あります。
　早いところでは８月中
旬頃から、市内外で収穫
されたサツマイモを原料
に仕込みが始まっており、
仕込みの最盛期を迎えて
います。

21　シリーズ国保

　　「 目指せ！特定健診受診率 70％」ほか

今月の読者プレゼント

　今月の読者プレゼントは、上

でご紹介しています太久保酒

造㈱の「華奴・黒粋華奴 5 合

瓶セット」をプレゼント！　　

　27 ページの「お便り」ハガ

キを使って、ご応募ください。

お待ちしています！

06　特集 2　秋の「焼酎」特別編

　　田舎のたしなみ

12　

　　「教育委員会の外部評価を公表します」



https://www.youtube.com/watch?v=c7iKH8H5Puo

県内113全ての蔵元の焼酎が6杯500円で楽しめます。抽選で本格焼酎の
プレゼントも。「1万人でいっせい乾杯」や奄美出身の人気デュオ・カサリン
チュのライブ、前園真聖さんのトークショーなども行います。

詳しくはイベント
ホームページで。

「黒“糖”焼酎だから糖質が多い」とよく
誤解されますが、本格焼酎は全て糖質
ゼロ。ダイエットにも最適です。黒糖焼
酎は奄美地方でしか造られない特別な
お酒。すっきりした味わいで、どんな割
り方も合います。私は紅茶割りでよく楽
しんでいますよ。

焼酎は
だ

﨑本 彩さん（21）
鹿児島市在住

⃝�「本格」焼酎とは、麹にイモや黒糖などの主原料を加えて発酵を進め、
できたもろみを単式蒸留器でじっくり蒸留して造られる、砂糖やアル
コールなどの添加物が一切無い焼酎。原料の風味が豊かで、味わい深
いのが特徴。

⃝�鹿児島の焼酎は「薩摩焼酎」として世界貿易機関（WTO）のトリプス協
定で、地理的表示の産地指定を受けています。

⃝�昭和62年、日本酒造組合中央会が、新酒がおいしい季節の11月１日
を本格焼酎の日と制定。平成19年には、奄美大島酒造組合が「こ・く・
とう」と読める５月９、10日を奄美黒糖焼酎の日と制定。

鹿児島の焼酎の
魅力が分かる動画は
こちらから

※お酒は20歳になってから、適量で。
※飲酒運転は法律で禁止されています。
※妊娠中や授乳期の飲酒は控えましょう。

鮫島吉
よし

廣
ひろ

さん（68）
南さつま市出身。大手酒造
メーカー勤務を経て、鹿児島
大学教授、全国初の焼酎学講
座を開講。同大焼酎・発酵学
センター客員教授。同市在住。

芋焼酎のお勧めの飲み方は「お湯割り」。
香りが立ち、鹿児島の料理の味を引き
立ててくれます。黒ぢょかや薩摩切子、
そらきゅうなどの酒器にも鹿児島ならで
はの歴史や文化が隠れていて魅力的で
すね。焼酎を飲む人はみんな笑顔。人
同士を結ぶすてきなお酒です。

森 万
ま

由
ゆ

子
こ

さん（21）
鹿児島市在住

2015ミス奄美黒糖焼酎
2015ミス薩摩焼酎

https://shochustreet.com/

INTERVIEWINTERVIEW
鹿
児
島
の

本
格
焼
酎
の

基
礎
知
識

皆
さ
ん
は
「
ダ
レ
ヤ
メ
」
と
い
う
言
葉
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
鹿
児
島
弁
で「
ダ
レ（
疲

れ
）」
を
「
ヤ
メ（
取
）る
」。
仕
事
の
後
、
本

格
焼
酎
（
以
下
、
焼
酎
）
を
飲
ん
で
一
日
の

疲
れ
と
ス
ト
レ
ス
を
癒
や
し
、
明
日
へ
の
活

力
を
養
う
、
鹿
児
島
の
晩
酌
の
こ
と
で
す
。

な
ぜ
鹿
児
島
に
ダ
レ
ヤ
メ
文
化
が
根
付
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。
鹿
児
島
大
学
の
焼
酎
の

専
門
家
・
鮫
島
吉よ

し

廣ひ
ろ

さ
ん（
68
）に
、
そ
の
背

景
を
尋
ね
ま
し
た
。

風
土
が
生
ん
だ「
鹿
児
島
」の
お
酒

「
鹿
児
島
は
焼
酎
発
祥
の
地
。
16
世
紀
の

大
工
の
落
書
き
に
庶
民
の
お
酒
と
し
て
広

ま
っ
て
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
18
世

紀
に
は
当
時
高
価
な
米
の
代
わ
り
に
、
安
く

て
育
て
や
す
い
サ
ツ
マ
イ
モ
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
清
酒
作
り
に
向

か
な
い
暑
い
土
地
柄
が
、
焼
酎
造
り
に
合
う

麹
菌
の
導
入
や
製
造
法
の
工
夫
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
奄
美
地
方
で
は
、
黒
糖
の
産
地

な
ら
で
は
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
原
料
に
し
た
黒

糖
焼
酎
が
造
ら
れ
る
な
ど
、
鹿
児
島
独
自
の

お
酒
と
し
て
進
化
を
続
け
て
き
た
の
で
す
。

鹿
児
島
の
味
付
け
は
、
し
ょ
う
ゆ
を
は

じ
め
甘
く
こ
っ
て
り
。
そ
の
味
に
合
う
の

が
す
っ
き
り
と
し
た
『
焼
酎
』。
お
湯
割
り
、

水
割
り
な
ど
自
分
の
好
み
の
濃
さ
で
、
ア
ル

コ
ー
ル
度
数
を
変
え
て
食
中
酒
と
し
て
楽
し

め
る
、
世
界
的
に
も
特
に
珍
し
い
蒸
留
酒
な

の
で
す
。
さ
ら
に
鹿
児
島
大
学
の
最
近
の
研

究
で
、
焼
酎
は
『
水
や
ほ
か
の
酒
よ
り
も
、

食
後
の
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る
効
果
が
高

い
』
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
糖
質
や
プ
リ

ン
体
も
含
ま
ず
、
ま
さ
に
健
康
を
考
え
て
飲

む
な
ら
焼
酎
が
一
番
。

県
内
に
は
１
１
３
の
蔵
元
が
あ
り
、
そ
の

数
は
日
本
一
。
各
蔵
元
が
作
る
豊
富
な
銘
柄

と
多
様
な
味
わ
い
は
、
毎
日
飲
む
お
酒
と
し

て
無
限
の
楽
し
さ
を
秘
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
素
晴
ら
し
い
要
素
が
、
私
た
ち

に
ダ
レ
ヤ
メ
文
化
を
根
付
か
せ
た
の
で
す
」

焼
酎
を
最
高
の
お
も
て
な
し
に

鹿
児
島
県
は
焼
酎
文
化
で
「
お
も
て
な

し
」
を
掲
げ
る
条
例
ま
で
制
定
し
た
、
自
他

共
に
認
め
る
焼
酎
王
国
。
体
に
優
し
い
焼
酎

は
、
地
域
独
自
の
歴
史
と
文
化
が
ぎ
っ
し
り

詰
ま
っ
た
最
高
の
一
品
で
す
。
県
外
の
人
に

ぜ
ひ
焼
酎
の
良
さ
を
伝
え
、
こ
だ
わ
り
の
飲

み
方
や
多
様
な
銘
柄
を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
お
も
て
な
し
が
、
鹿
児
島
の
魅
力

を
高
め
て
く
れ
ま
す
。「
ダ
レ
ヤ
メ
」
が
全

国
に
広
ま
る
日
を
夢
見
て
、
今
宵
も
鹿か

ご
ん
ま

児
島

の
焼
酎
で
乾
杯
、
し
ま
せ
ん
か
。

本格焼酎の日である11月1日から3日間、
天文館に、鹿児島初「焼酎ストリート」が出現。

県・市町村合同企画
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■問い合わせ先：農政畜産課　農政係　℡：474-1111（内線 427）

田
舎
の
た
し
な
み
。【
秋
の
「
焼
酎
」
特
別
編
】

　

市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
農
山
漁
村
で
暮
ら
す
人
々
が
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
生
活
の
中
で
生
み
出
し
た
「
生
活
の
知
恵
（
旬
の
食
材
の
保
存

方
法
や
、
便
利
な
道
具
の
開
発
な
ど
）」
を
研
究
し
、
伝
承
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
選
り
す
ぐ
り
の
「
生
活
の
知
恵
」
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
日
々
の
生
活
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

焼
酎
を
料
理
に
！

～
美
味
し
く
健
康
増
進
～

秋の「焼酎」特別編

「
ダ
レ
ヤ
メ
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
焼
酎
で
す
が
、実
は
「
飲
む
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
」
食
材
だ
っ
た
の
で
す
！

今
回
は
、
秋
の
焼
酎
特
別
編
！
ご
家
庭
で
簡
単
に
作
れ
る
焼
酎
料
理
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

焼酎で豚の角煮

《作り方》

焼酎で豚肉の臭みナシ！

①�豚バラ肉を好みのサイズに切り、軽く叩き、フラ

イパンで両面に焼き目を付ける。

②�圧力鍋に①を入れ、水をひたひたになる程入れ、

ねぎと生姜を入れて約 20 分加圧する。

③�圧が抜けたら水で軽く肉の脂を流し、鍋も軽く洗う。

④�鍋に③とタレの材料を全て入れ、最初から弱火で
約 10 分加圧する。火を止め、圧が抜けたら別鍋で
作っておいたゆで卵を加えて弱火で煮込む。

炊飯器で鶏むね肉のやわらか煮

《材料（４人分）》

●鶏むね肉（皮なし）…400 ｇ　●焼酎…大さじ２　●水…150cc

●塩…適量　●玉ねぎ…中玉 1/2 個　●めんつゆ…大さじ２

《作り方》

焼酎でジューシー

①�鶏むね肉を炊飯器の内釜に入れ、
調味料を加える。

②�①にスライスした玉ねぎを加え、
炊飯器の「標準モード」で炊い
て完成。

※�鶏肉を好みの大きさに切り分
け、卵でとじれば親子丼！その
他、サラダや和え物にも。

※�め ん つ ゆ が 無 い 時 は、【 水
165cc, しょうゆ小さじ 1, 酒小
さじ 1, みりん小さじ 1, だしの
素小さじ 1/2】でＯＫ。この場合、
上記材料の水を含む。

《材料（４人分）》

●ホットケーキミックス…200 ｇ	 ●豆腐…150 ｇ

●さつまいもの甘煮…さつまいも 100 ｇと砂糖 50 ｇ　　●砂糖…15 ｇ

●卵…１個	 ●牛乳…大さじ４	 ●焼酎…大さじ１

超簡単おやつ！焼酎鬼まん

《作り方》

焼酎でふっくら！

①�さつまいもを皮付きのまま角
切りにして水にさらした後、
水を切る。

②�ボウルに砂糖、小麦粉を入れ
て混ぜ、①を加えて良くまぶ
した後、焼酎を入れてざっくり
混ぜる。

③�沸騰している蒸し器にオーブ
ンシートを敷いて、お玉 1 杯
程度の量をこんもり盛る。約
12 ～ 13 分蒸して完成。

《材料》

●さつまいも…300 ｇ

●焼酎…大さじ２

●砂糖…30 ～ 50 ｇ

●小麦粉…60 ｇ

炊飯器で簡単！焼酎芋ケーキ

《作り方》

焼酎で豆腐の匂いナシ！

①�まず、芋の甘煮を作る。豆腐はキッチンペーパーで
軽く水切りし、こまめにつぶしておく。豆腐、砂糖、
卵、牛乳、焼酎をボウルに入れ、泡だて器でなめら
かになるまで混ぜる。

②�①にホットケーキミックスを入れ、粉っぽさがな
くなるまで混ぜる。

③�炊飯器の内釜にバターを薄く塗り、生地を流し入
れる。ゴムベラで表面を平らにし、中央を少しく
ぼませる。その上に芋の甘煮をたっぷりのせる。

④�炊飯器の「標準モード」で炊いて完成。お好みで、
仕上げにケーキが熱いうちに焼酎（大さじ 2）を
ハケで塗る。(お子様にはＮＧ）

②

③

①

②

①

③

②

④

①

③

②

④

《材料（４人分）》

●豚バラブロック…800 ｇ弱　　　　●深ねぎの青い部分…1本分

●すりおろし生姜…チューブ約 1cm　●水…肉がひたひたになる程度　●ゆで卵…４個

【タレ】 

●水…200cc　●しょうゆ…100cc　●みりん…100cc　●焼酎…100cc	　●はちみつ…50 ｇ

●すりおろしにんにく…チューブ約 1cm　　●すりおろししょうが…チューブ約 1cm
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　　　　　まちの話題
市内では

いろんなことが

ありました。�

連覇達成！柔道の大会で大活躍
　第 32 回鹿児島県少年柔道学年別錬成大会で志

布志柔道スポーツ少年団の選手が大活躍しました。

三

　市青少年研修事業に参加した高校生４名と中
学生５名が帰国式でその成果を発表しました。

ア

　高校生はシアトル市へ 1 か月間、中学生はカリ

フォルニア州へ 24 日間、ホームステイをしながら

語学研修と異文化体験活動を行いました。

　研修生は、「自分が人に支えられて生きているこ

とが分かった。人の目を気にせず自己アピールでき

るアメリカ人はすごい。」と感想を発表しました。

メリカから元気に帰国！

　８月 21 日、鹿児島アリーナ（鹿児島市）で開催

された同大会の４年女子の部で志布志小学校 4 年

生の岩元夢優さんが優勝し、一昨年、昨年に続き見

事３連覇を達成しました。また３年女子の部で田畑

美優さん、４年女子の部で池添優愛さん、６年女子

の部で薄窪里佳さんが３位に入賞しました。

ヌーで夏の海を満喫
　ジュニアリーダークラブが国立大隅青少年自然

の家「おおすみくん家
ち

」（鹿屋市）で野外活動を行いました。

カ

　8 月 27 日、晴天に恵まれた大海原でカヌー体験

を行いました。２人１組となり、息を合わせながら

オールを漕いで進むのは難しく、参加した子どもた

ちからは「相手のテンポを感じ取れたらうまく進め

た」と、協調性を学んだ声が聞かれました。午後か

らは、ジャンボしゃぼん玉作りにも挑戦しました。

えかきしりとりを楽しみました
　高畠那生のワークショップとおはなし会に夏休

み中の親子など 120 人が参加しました。

お

　８月 27 日、志ふれあい交流館で「おえかきしり

とりを楽しもう！」をテーマにおはなし会が開かれ

ました。子どもたちは、高畠さんの描いた絵の周り

に、しりとりで絵を置いて一枚の大きな絵を完成さ

せました。引き続き、読み聞かせも行われ、子ども

たちにとって夏休みの楽しい思い出になりました。

　1000 人街頭立哨パレードが開催され、市内各
地で交通安全啓発活動が行われました。

交

　９月 28 日、市内の国道 220 号線と県道 110 号

線沿いで行われました。これは、毎年秋の全国交通

安全運動期間中に行われており、約 3000 人が沿道

に立ち、通行車両に交通安全を呼びかけました。パ

レードには、白バイを先頭に青パト隊ややっちくラ

イダー隊、交通事故なくし隊などが参加しました。

通安全を呼びかけました

興支援のため文化祭を開催
　松山町文化協会が熊本地震の復興支援のため

熊本地震復興支援文化祭を開催しました。

復

　８月 21 日、やっちくふれあいセンターにおいて

行われた文化祭では、主演した合唱団ハーモニーサ

ンスマイルの皆さんによる募金活動も行われました。

集まった 111,065 円の寄附は、松山町文化協会か

らの寄附 37,000 円と共に、市社会福祉協議会を通

じて被災地に届けられ、生活支援に役立てられます。

持ちよく利用するために
　鹿児島県宅地建物取引業協会大隅支部の皆さん

が草取りなどのボランティアを行いました。

気

　９月 17 日、同支部（牧野幸男支部長）の志布志市

と大崎町の会員 12 社 13 名の皆さんが志布志運動公

園前の道路植栽の草取りを行いました。これは、同

協会が毎年 9 月 23 日の「不動産の日」に合わせて公

共施設の清掃活動を行い、地域に貢献するために行っ

ており、今回の活動で 12 回目を迎えます。

つまでもお元気で！
　９月９日、市内の最高齢の方などを市長・議長・

社会福祉協議会会長が訪問し、長寿のお祝いをしました。

い

　志布志市は、９月１日現在で 65 歳以上の方が

10,536 人生活しています。これは、市の人口の

32.46％で、100 歳以上の方は 33 人いらっしゃい

ます。今の志布志市の発展を築いてこられた高齢者

の皆様に感謝するとともに、これからもますますお

元気で長生きしていただきたいと願います。

シアトル研修 カリフォルニア研修
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第
四
回
　
壮
大
な
空か
ら
ぼ
り堀
の
あ
る
「
内
城
跡
」

　

シ
ラ
ス
台
地
の
地
形
を
生
か
し
た
志
布
志

城
は
日
向
、
大
隅
境
に
位
置
す
る
志
布
志
津

（
港
）
を
支
配
す
る
た
め
の
山
城
と
し
て
整

備
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
築
城

年
代
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
戦
い
の

た
び
、
城
主
が
か
わ
る
た
び
、
整
備
さ
れ
複

雑
な
城
郭
群
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
多
く
の

専
門
家
に
よ
る
長
年
の
調
査
で
、
志
布
志
城

は
中
世
山
城
の
特
徴
を
ほ
ぼ
完
全
に
残
し
て

お
り
、
県
内
随
一
の
規
模
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

内
城
跡
は
、
志
布
志
小
学
校
裏
門
近
く
が

城
の
正
面
入
り
口
で
、
大
手
口
と
呼
ば
れ
ま

す
。
居
館
（
現
・
志
布
志
小
学
校
）
の
ほ
か
、

大
き
な
4
つ
の
曲く
る
わ輪
※
１

と
そ
れ
を
取
り
巻

く
空
堀
か
ら
な
る
城
郭
群
で
す
。

　

城
と
し
て
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
こ
と
は
群

を
抜
き
、
ま
る
で
大
規
模
な
砦
の
よ
う
な
威
容

を
誇
り
ま
す
。
実
際
に
空
堀
を
歩
い
て
み
る
と

垂
直
に
近
い
高
さ
８
ｍ
の
急
崖
が
迫
っ
て
き
ま

す
。
曲
輪
や
空
堀
の
周
り
に
は
整
然
と
整
え
ら

れ
た
土ど
る
い塁
※
２
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

史
跡
公
園
の
散
策
コ
ー
ス
は
、
矢や

ぐ
ら
ば

倉
場
→

本
丸
→
中な
か
の
く
び

野
久
尾
の
順
路
で
す
。
途
中
、
志

布
志
の
街
や
志
布
志
湾
が
展
望
で
き
る
ほ

か
、
城
主
一
族
が
祀
っ
た
社
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
一
昨
年
、
大お
お
の
く
び

野
久
尾
の
曲
輪
が
発
掘
さ

れ
、
新
た
な
入
口
が
発
見
さ
れ
て
話
題
に
な

り
ま
し
た
が
、
現
在
は
保
存
の
た
め
埋
め
戻

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
松
尾
城
跡
は
最
も
古
い
山
城
で
す
。

内
城
跡
か
ら
沢ぞ

め

き
目
記
馬
場
を
隔
て
た
高
台
に

本
丸
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
周
り
に
沢
目
記

川
と
西
谷
川
が
あ
り
、
湧
水
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

高
城
跡
は
宇
都
上
台
地
で
２
郭
に
分
か
れ

て
麓
方
面
の
備
え
と
し
て
、
新
城
跡
（
現
・

志
布
志
中
学
校
庭
）
は
町
畠
方
面
の
備
え
と

し
て
整
備
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

大
河
ド
ラ
マ
の
「
平
清
盛
」
や
現
在
放
映

中
の「
真
田
丸
」な
ど
と
時
代
背
景
が
重
な
っ

て
き
ま
す
。

　

志
布
志
城
の
内
城
跡
の
大
き
さ
は
南
北

約
５
０
０
ｍ
、
東
西
約
２
５
０
ｍ
、
面
積

９
７
０
０
０
㎡
、
本
丸
の
標
高
は
約
５
４
ｍ

で
す
。
志
布
志
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で

模
型
と
山
城
の
成
り
立
ち
を
紹
介
す
る
ビ
デ

オ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
山
城
に
出
か

け
る
際
は
雨
の
後
は
避
け
て
、
動
き
や
す
い

服
装
、
虫
除
け
と
水
筒
も
お
す
す
め
で
す
。

※
１
曲
輪
：
山
城
に
造
ら
れ
た
開
け
た
場
所

※
２
土
塁
：
土
で
作
ら
れ
た
防
御
の
た
め
の
壁

写
真
・
文
：�

東
郷
恵
子
（
志
布
志
麓
住
人
、

落
語
大
好
き
）

■問い合わせ先：教育委員会  生涯学習課  文化財管理室  指定文化財係　℡：472-1111（内線 343）

志 布 志 麓 の 魅 力 を 全 6 回（ 隔 月 ） に わ た り お 伝 え し ま す。

温
知新

故

志布志城は内
うちじょう

城、松
まつおじょう

尾城、高
たかじょう

城、新
しんじょう

城の四つの山城の総称で、鎌倉時代～戦国時代の有力者たちが志布志津（港）

をめぐって戦った中世の山城です。これらの山城のうち「内城跡」と「松尾城跡」が国指定の史跡です。

志布志麓
ふもと

歴 史
さん
ぽ

内城跡大手口内城遠景と宝満橋

　

9
月
23
日
か
ら
26
日
ま
で
、
海
上
自
衛

隊
の
南
極
観
測
船
「
砕
氷
艦
し
ら
せ
」
が

志
布
志
港
に
初
め
て
寄
港
し
ま
し
た
。

　

23
日
は
、
寄
港
を
歓
迎
す
る
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
、
尚
志
館
高
校
吹
奏
楽
部

の
演
奏
で
乗
員
を
出
迎
え
ま
し
た
。
商
工

会
、
観
光
特
産
品
協
会
、
隊
友
会
（
自
衛

隊
の
後
援
会
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
特
産
品
な

ど
が
贈
ら
れ
、
香
月
小
学
校
6
年
の
徳
井

愁
斗
君
が
「
志
布
志
市
へ
お
越
し
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
南
極
観
測

船
し
ら
せ
の
寄
港
を
機
会
に
、
し
ら
せ
の

こ
と
や
南
極
の
こ
と
、
自
分
た
ち
の
地
球

を
守
る
活
動
に
つ
い
て
も
っ
と
学
習
し
て

い
き
た
い
」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

24
日
と
25
日
に
は
一
般
公
開
が
行
わ
れ
、

市
内
外
か
ら
４
８
５
５
人
が
し
ら
せ
に
乗

艦
し
ま
し
た
。

　

一
般
公
開
は
、
テ
ロ
防
止
の
た
め
入
場

が
制
限
さ
れ
て
い
る
地
域
で
行
わ
れ
た
た

め
、
名
簿
の
照
合
や
バ
ス
に
よ
る
送
迎
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
バ
ス
を
降
り
、
し
ら
せ

の
艦
体
を
目
前
に
し
た
参
加
者
は
「
う

わ
ぁ
、
大
き
い
」「
髙
～
い
」
な
ど
驚
い

た
様
子
で
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

艦
上
で
は
、
乗
員
の
皆
さ
ん
の
案
内
が

あ
り
、
参
加
者
は
熱
心
に
説
明
を
聞
い
て

い
ま
し
た
。

が志布志にやってきた！

写真１：�志布志港に入港した砕氷艦しらせ

写真２：しらせの乗員の皆さん

写真３：�歓迎のあいさつをする香月小６

年の徳井愁斗君

写真４：スノーモービルも展示されました

写真５：南極の氷が展示されました

写真６・７：�展示のパネルや南極の生物

に興味津々！

写真８：南極の地図で説明を受ける参加者

写真９：気分は艦長。面舵いっぱーい！

１

２３

６

７

８
９

４５
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　教育委員会では、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条の
規定に基づき、５人の学識経験者で構成する外部評価委員会を 7 月５日に
開催しました。平成 27 年度の教育委員会の主な事務事業について点検及
び評価を行い、報告書を議会に提出しましたので、その概要を公表します。
　教育委員会では、この点検・評価をもとに、これまで以上に効果的な教
育行政の推進に努めてまいります。

埋蔵文化財センターの視察

教
育
委
員
会
委
員
の
活
動
状
況

◆
目
的

　

毎
月
の
定
例
会
、
教
育
委
員
研

修
会
、
学
校
訪
問
、
学
校
経
営
報

告
会
、
入
学
式
、
卒
業
式
、
そ
の

他
各
種
行
事
へ
の
出
席
。

◆
反
省
及
び
評
価
点

　

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度

ま
で
の
５
年
間
を
計
画
と
す
る
後

期
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
し

た
。
計
画
を
し
っ
か
り
と
推
進
し
て

い
く
た
め
に
教
育
委
員
自
身
が
地

域
と
の
交
流
や
学
校
の
現
状
把
握

等
に
、
更
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
併
せ
て
諸
研
修
会
や
自
主

学
習
会
を
通
し
て
教
育
委
員
と
し

て
の
資
質
向
上
を
図
り
た
い
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

総
合
教
育
会
議
が
開
催
さ
れ
、

教
育
大
綱
も
策
定
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
教
育
大
綱
の
中

で
は
、「
高
い
志
」
と
「
慈
愛
の

精
神
」
に
よ
る
「
志
の
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
掲
げ
て

い
る
。
首
長
と
教
育
委
員
会
が
連

携
を
さ
ら
に
深
め
、
信
頼
さ
れ
る

教
育
行
政
を
推
進
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

教育委員会の外部評価を公表します

学
力
向
上
推
進
事
業

◆
目
的

　

児
童
生
徒
の
学
力
の
実
態
を
的

確
に
把
握
し
、
学
力
向
上
に
向
け

た
対
策
を
講
じ
、
確
か
な
学
力
の

定
着
と
学
力
向
上
を
図
る
。

◆
総
合
評
価

　

本
市
の
学
力
は
、
国
や
県
の
学

力
の
平
均
を
上
回
る
学
校
が
増
え

て
き
て
い
る
。
今
後
、
学
力
向
上

に
係
る
事
業
を
推
進
し
諸
学
力
検

査
で
そ
の
効
果
を
検
証
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
学
力
向
上

は
学
校
教
育
の
最
大
の
使
命
の
一

つ
で
あ
り
、
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

成
果
が
少
し
ず
つ
現
れ
て
き
て

い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
継
続
し

て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
志
学
教
室
に
つ
い
て
は
、

生
徒
た
ち
も
苦
手
な
教
科
を
学
び
、

苦
手
意
識
を
克
服
す
る
こ
と
で
、

生
徒
の
自
信
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
と
思
う
。
一
人
で
も
多
く
教
室

に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
講

師
の
先
生
の
意
見
も
取
り
入
れ
な

が
ら
、
学
ぶ
環
境
づ
く
り
に
力
を

入
れ
て
も
ら
い
た
い
。

小
中
学
校
耐
震
補
強
事
業

◆
目
的

　

耐
震
補
強
が
必
要
と
判
定
さ
れ

た
21
棟
に
つ
い
て
耐
震
性
能
の
低

い
順
に
優
先
順
位
を
付
け
て
年
次

的
に
耐
震
補
強
工
事
を
行
っ
て
お

り
、
平
成
26
年
度
ま
で
に
18
棟
の

校
舎
、
体
育
館
の
補
強
工
事
を
実

施
し
、
平
成
27
年
度
は
、
伊
﨑

田
小
学
校
校
舎
（
管
理
教
室
棟
）、

香
月
小
学
校
北
側
校
舎
（
教
室

棟
）、
松
山
中
学
校
体
育
館
の
補

強
工
事
を
実
施
し
た
。

◆
総
合
評
価

　

年
次
的
に
耐
震
化
を
推
進
し
、

平
成
27
年
度
ま
で
に
補
強
工
事
を

完
了
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
児
童
・

生
徒
が
安
全
で
適
正
か
つ
良
好
な

学
習
環
境
が
整
っ
た
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

高
さ
６
ｍ
以
上
、
広
さ
２
０
０

㎡
以
上
の
体
育
館
の
天
井
に
つ
い

て
は
、
全
て
撤
去
し
て
あ
り
、
照

明
器
具
に
つ
い
て
も
、
落
下
し
な

い
よ
う
に
補
強
し
て
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
今
後
も
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
、
勉
強
及
び
運

動
が
で
き
る
よ
う
設
備
を
整
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

小
中
学
校
就
学
援
助
事
業

◆
目
的

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
、
小
・
中
学

校
へ
の
就
学
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
援
助
し
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
学
校
へ
通
学
で
き
る

環
境
を
整
え
る
。

◆
総
合
評
価

　

平
成
27
年
度
は
、
申
請
者

６
０
５
人
中
要
件
を
満
た
し
た

５
７
２
人
に
対
し
、
支
給
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
平
成
27
年
度
よ
り

学
校
給
食
費
を
一
部
支
給
か
ら
全

額
支
給
に
改
定
を
行
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
支
給
を
含
め
、
今
後
も

円
滑
に
事
業
を
進
め
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

給
食
費
を
一
部
支
給
か
ら
全
額

支
給
に
改
定
さ
れ
て
、
非
常
に
い

い
制
度
が
で
き
た
と
思
う
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
給
食
費
未
納
者
の
問

題
が
、
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

体
力
向
上
推
進
事
業

◆
目
的

　

児
童
生
徒
の
体
力
の
実
態
を
把

握
し
、
体
力
の
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
教
師
の
保
健
体
育
の
授

業
の
指
導
力
向
上
を
図
る
。

◆
総
合
評
価

　

知
育
・
徳
育
・
体
育
の
調
和
の

と
れ
た
児
童
・
生
徒
を
育
成
す
る

た
め
に
は
、
体
力
の
向
上
は
欠
か

せ
な
い
項
目
で
あ
り
、
今
後
も
市

と
し
て
継
続
的
・
計
画
的
に
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

学
校
間
で
体
力
向
上
に
対
す
る

意
識
や
取
組
に
差
が
見
ら
れ
た
と

あ
っ
た
。
学
力
向
上
の
基
礎
と
な

る
た
め
、
全
学
校
へ
取
組
意
識
の

徹
底
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
特

認
校
の
通
学
は
、
徒
歩
で
は
な
く

送
迎
車
に
よ
る
通
学
と
思
わ
れ
る

が
、
体
力
に
大
き
な
差
が
生
ま
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
体

力
づ
く
り
へ
の
配
慮
を
お
願
い
し

た
い
。

民
俗
芸
能
大
会
実
施
事
業

◆
目
的

　

地
域
の
歴
史
と
つ
な
が
り
を
大

切
に
す
る
人
々
の
熱
意
に
よ
っ
て
、

古
く
か
ら
伝
え
守
り
続
け
ら
れ
て

き
た
民
俗
芸
能
に
つ
い
て
、
市
民

へ
の
周
知
と
併
せ
、
本
市
の
貴
重

な
無
形
民
俗
文
化
財
の
公
開
及
び

日
頃
の
活
動
成
果
の
発
表
の
場
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
郷
土
の

伝
統
文
化
の
継
承
と
振
興
に
寄
与

す
る
。

◆
総
合
評
価

　

日
頃
の
活
動
成
果
の
発
表
の
場

と
し
て
民
俗
芸
能
大
会
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
に
広
く
周

知
が
図
ら
れ
、
地
域
の
文
化
遺
産

の
保
存
・
継
承
に
も
つ
な
が
る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

民
俗
芸
能
大
会
の
開
催
間
隔
を

５
年
間
か
ら
３
年
間
に
し
た
こ
と

は
、
保
存
・
継
承
す
る
方
々
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
観
賞
す
る

方
々
に
と
っ
て
も
、
あ
り
が
た
い

こ
と
で
あ
る
。
間
隔
が
短
く
な
っ

て
も
、
同
額
程
度
の
予
算
を
確
保

し
て
、
文
化
遺
産
の
保
存
・
継
承

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

◆
目
的

　

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
、
ま
た
そ

の
成
長
に
か
か
わ
る
人
が
、
お
互

い
に
心
を
通
い
合
わ
せ
絵
本
を
介

し
て
ゆ
っ
く
り
心
触
れ
合
う
ひ
と

と
き
を
持
つ
こ
と
で
、
幸
せ
を
感

じ
ら
れ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
い
る
。

◆
総
合
評
価

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
が
親
子

の
絆
を
育
む
た
め
に
果
た
す
役
割

は
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
本
好
き

な
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
を
つ
く

る
た
め
に
も
、
意
義
の
あ
る
事
業

で
あ
り
、
将
来
に
向
け
て
大
き
な

成
果
が
期
待
で
き
る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に
続
き

始
ま
っ
た
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業

は
、
県
内
で
一
番
最
初
に
ス
タ
ー

ト
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
で
は
、

児
童
自
身
が
自
分
で
選
ん
だ
本
と

い
う
意
識
が
あ
る
こ
と
で
、
大
切

に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
家
庭

で
読
書
を
す
る
こ
と
へ
の
意
識
付

け
に
も
な
る
の
で
、
ぜ
ひ
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
。

自
主
文
化
事
業

◆
目
的

　

コ
ン
サ
ー
ト
公
演
、
文
化
講
演

会
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
等
の
開

催
に
よ
り
地
域
の
文
化
振
興
や
文

化
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
地
域
の

活
性
化
と
市
民
生
活
に
潤
い
を
与

え
る
。

◆
総
合
評
価

　

地
域
の
文
化
振
興
及
び
文
化
意

識
の
高
揚
を
図
り
、
地
域
の
活
性

化
と
市
民
生
活
に
潤
い
を
与
え
る

必
要
な
事
業
で
あ
り
、
市
民
が
質

の
高
い
生
の
芸
術
文
化
に
触
れ
、

文
化
意
識
及
び
学
習
意
欲
を
高
め

る
た
め
に
も
引
き
続
き
必
要
な
事

業
で
あ
る
と
考
え
る

　

今
後
も
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
事
業
の
選
考
に
努
め
た
い
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

本
事
業
は
、
公
演
内
容
や
予
算

規
模
を
考
え
る
と
、
他
自
治
体
に

も
誇
れ
る
事
業
だ
と
思
う
。
常
に

満
席
と
い
う
こ
と
は
困
難
な
こ
と

と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
も
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
事
業
の
選
択

を
お
願
い
し
た
い
。

生
徒
指
導
推
進
事
業

◆
目
的

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機

関
等
が
連
携
を
図
り
、
よ
り
良
い

生
徒
指
導
態
勢
を
確
立
し
、
い
じ

め
の
早
期
発
見
・
早
期
解
決
と
新

た
な
不
登
校
生
の
出
現
の
抑
止
に

取
り
組
む
。

◆
総
合
評
価

　

い
じ
め
や
不
登
校
問
題
等
は
、

在
籍
す
る
す
べ
て
の
児
童
生
徒
に

起
こ
り
う
る
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、

い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
を
予

見
す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
問
題

で
あ
り
、
今
後
も
市
と
し
て
継
続

的
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

昨
年
度
よ
り
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
及
び
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
相
談
、
学
校

訪
問
等
が
増
え
、
相
談
し
や
す
い

環
境
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
早

期
に
相
談
す
る
こ
と
で
、
い
じ
め
、

不
登
校
の
早
期
改
善
に
つ
な
が
る

と
思
う
。
子
ど
も
は
、
学
校
で
言

え
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
う
の
で
、

継
続
し
て
フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
ら
い

た
い
。

■問い合わせ先：教育委員会　教育総務課　総務係　℡：472-1111（内線 310）
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図書館へ行こう。
～一冊の本との出会いが あなたの人生を変える～

■問い合わせ先：志布志市立図書館 　Tel ：472-3322　URL：http://www.shibushicity-lib.jp

９
月
の
新
刊

　

実
在
の
芸
術
家
と
絵
画
を
モ
デ
ル
に
し
た

小
説
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
芸
術
関
係
の
本

を
用
意
し
ま
し
た
。
本
と
ア
ー
ト
に
た
っ
ぷ

り
浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

そ
の
他
、「
敬
老
の
日 

読
書
の
す
す
め
」

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

「芸術の秋
  ～本とアートの小部屋～ 」 図

書
館
が
お
す
す
め
す
る
『
テ
ー
マ
図
書
』

Information
◆読書感想文感想画コンクールの作品を募集中！
　一冊の感動の本との出会いを求めて、幼稚園から保育園、小学生、中学生

を対象に読書感想画を、小中高生、一般を対象に読書感想文を募集中です。

◆�サトシン絵本ライブ♪を 10月 22日（土）10時から開催！　

　ＮＨＫ教育テレビ「みいつけた」で人気コーナーの「おてて絵本」を考案

した絵本作家のサトシンさんを迎え、「サトシンとおてて絵本であそぼう！」

と題し、絵本ライブを開催します。おてて絵本の実践や絵本の読み聞かせな

ど親子で一緒に楽しめるプログラムです。

◆ブックマーケットを１1月３日（木・祝）10時から開催します！
　入場整理券をただ今、本館と５つの分館で発行中です。この機会にお目当

ての雑誌や週刊誌をゲットしましよう。

　今回はモノモノコウカンプロジェクトも同日の 11 時 30分から志ふれあ

い交流館で開催します。

※�上記について、詳しくは図書館ホームページをご覧になるか、図書館までお気軽にお問い合わせください。

◆
「
陰
陽
師　

玉
兎
ノ
巻
」 	

夢
枕 

獏
／
著 

　

月
の
蝕
が
起
こ
る
夜
、
奇
異
な
る
兎
が
晴
明
を

呼
ぶ
―
。
二
本
足
で
立
ち
、
人
の
言
葉
を
話
す
兎

が
探
し
て
い
た
も
の
と
は
。「
嫦
娥
の
瓶
」「
邪
蛇

狂
ひ
」「
道
満
月
下
に
独
酌
す
」
な
ど
全
９
編
を

収
録
。『
オ
ー
ル
讀
物
』
掲
載
を
書
籍
化
。

文藝春秋

◆�

「
Ｉ 

ｌ
ｏ
ｖ
ｅ 

ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
」

あ
さ
の 

あ
つ
こ
／
著 

　

叔
母
さ
ん
が
経
営
す
る
文
通
会
社
で
働
き
始
め

た
元
引
き
籠
も
り
の
岳
彦
に
届
く
の
は
、
一
筋
縄

で
は
い
か
な
い
ワ
ケ
あ
り
の
手
紙
ば
か
り
。
岳
彦

は
手
紙
で
し
か
解
決
で
き
な
い
事
件
と
向
き
あ
い

成
長
し
て
い
く
。『
オ
ー
ル
讀
物
』掲
載
を
単
行
本
化
。

文藝春秋

10 月は 3R推進月間です

休館日のお知らせ
【10 月】　17日（月）、19日（水）、24日（月）、31日（月）
【11 月】　７日（月）、14日（月）、16日（水）、21日（月）、28日（月）

おはなし会へ出かけよう！
10 月・11 月（土曜日開催）

本館
10時 〜

10 月 15 日、22 日、29 日
11 月 ５ 日、12 日、19 日

志布志分館
13時30分 〜 10 月 15 日

香月分館
10時30分 〜 10 月 22 日

安楽分館
10時30分 〜 11 月５日

松山分館
14時 30分〜 10 月 15 日

有明分館
10時 〜 10 月 15 日

◆志ふれあい交流館「アニメ上映会」
　【毎週日曜日 午後３時～】
　10 月 16 日、23 日
　11 月 ６ 日、13 日、20 日
※内容は「おばけのハロウィン」など。

３
Ｒ
推
進
月
間

　

３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
と
は
、

リ
デ
ュ
ー
ス
（
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
）、

リ
ユ
ー
ス
（
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
）、
リ

サ
イ
ク
ル
（
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
）

の
３
つ
の
Ｒ
の
総
称
で
す
。

リ
デ
ュ
ー
ス

　

リ
デ
ュ
ー
ス
は
、
物
を
大
切
に

使
い
、ご
み
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。

●�

必
要
な
い
物
は
買
わ
な
い
、
も

ら
わ
な
い 

●�

買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持

参
す
る

リ
ユ
ー
ス

　

リ
ユ
ー
ス
は
、
使
え
る
物
は
、

繰
り
返
し
使
う
こ
と
で
す
。

●��

詰
め
替
え
用
の
製
品
を
選
ぶ

●�

い
ら
な
く
な
っ
た
物
を
譲
り
合
う

リ
サ
イ
ク
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル
は
、
ご
み
を
資
源

と
し
て
再
び
利
用
す
る
こ
と
で
す
。

●��

ご
み
を
正
し
く
分
別
す
る

●��

ご
み
を
再
生
し
て
作
ら
れ
た
製

品
を
利
用
す
る

循
環
型
社
会
を
め
ざ
し
て

　

豊
か
で
快
適
に
暮
ら
す
こ
と

は
、
多
く
の
人
々
の
望
み
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
豊
か
さ
や
快
適
さ

が
「
も
の
」
の
存
在
で
代
表
さ
れ
、

そ
れ
ら
を
追
い
求
め
る
う
ち
に
地

球
の
限
り
あ
る
資
源
が
乱
開
発
さ

れ
、
自
然
環
境
が
破
壊
さ
れ
て
し

ま
っ
た
ら
、
私
た
ち
人
類
に
と
っ

て
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

暮
ら
し
に
必
要
な
資
源
の
消
費

を
最
小
限
に
抑
え
て
、
物
質
を
無

駄
な
く
循
環
さ
せ
て
利
用
し
、
環

境
へ
の
負
荷
を
軽
減
さ
せ
な
が
ら

生
き
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。
こ
う
し
た
社
会
の

あ
り
方
を
「
循
環
型
社
会
」
と
い

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
「
循
環
型
社
会
」
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
を
考
え
、
身
近
な
取
組
か
ら
実

行
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

３
Ｒ
は
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
工

夫
の
仕
方
で
す
。
学
校
、
家
庭
、

地
域
で
多
く
の
人
々
と
協
力
し
て

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

再
商
品
化
合
理
化
拠
出
金

　

再
商
品
化
合
理
化
拠
出
金
は
、

国
内
全
体
で 

容
器
包
装
ご
み
の

リ
サ
イ
ク
ル
が
合
理
的
・
効
率
的

に
進
め
ら
れ
、
想
定
よ
り
も
リ
サ

イ
ク
ル
費
用
が
削
減
さ
れ
た
場

合
、
そ
の
削
減
額
の
半
分
が
市
町

村
へ
支
払
わ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
再
商
品
化
合
理
化
拠

出
金
は
「
品
質
」
基
準
と
「
低
減

額
」貢
献
度
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
、

志
布
志
市
の
平
成
27
年
度
分
は
次

の
と
お
り
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
拠
出
金
制
度
は
、
出
さ
れ

た
資
源
ご
み
が
「
き
れ
い
」、「
少

な
い
」
こ
と
で
、
よ
り
多
く
分
配

さ
れ
ま
す
。
志
布
志
市
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
資
源
ご
み
の
分
別
排

出
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
結

果
、
県
内
の
自
治
体
の
中
で
も
高

額
の
拠
出
金
額
が
分
配
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
と
も
分
別
排
出
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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憂
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踪
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：
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敦
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■
「
わ
ず
か
一
し
ず
く
の
血
」	

著
： 

連
城 

三
紀
彦

「品質」基準に基づく分配額

1,010,673 円

「低減額」貢献度に基づく分配額

466,655 円

計（合理化拠出金額）

1,477,328 円

③受け取る金額は、市町村ごと
に異なります

Ａ市 Ｂ市 Ｃ市 Ｄ市 Ｅ市

「品質」基準 「低減額」貢献度

さらに
1/2

さらに
1/2

1/2

1/2

1/2

②少なく済んだ分のう
ち半分を事業者側から
市町村へお渡しします

①リサイクル費用
が想定より少なく
済んだ！

実
際
に
か
か
っ
た

リ
サ
イ
ク
ル
費
用

想
定
し
て
い
た

リ
サ
イ
ク
ル
費
用

市町村の貢献分

事業者の貢献分

合理化拠出金の算出のしかた 市町村への
合理化拠出金総額

合理化拠出金

個々の対象市町村へ配分



が
ん
の
中
で
も
女
性
に
一
番
多
い
の

が
乳
が
ん

　

が
ん
死
亡
率
・
発
症
率
と
も
に
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
、
40
歳
か
ら
50
歳
代

女
性
の
が
ん
で
亡
く
な
る
方
の
４
人
に

１
人
は
乳
が
ん
で
す
。

　

日
本
乳
が
ん
学
会
の
調
査
に
よ
る

と
、
乳
が
ん
患
者
の
４
人
に
３
人
の
方

は
、
自
分
で
し
こ
り
な
ど
の
異
常
に
初

め
て
気
づ
い
て
病
院
を
受
診
し
、
が
ん

と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

早
期
の
段
階
で
乳
が
ん
を
発
見
す
る

方
法
と
し
て
、
月
に
一
回
の
自
己
検
診

が
大
事
で
す
。

　

自
己
検
診
で
は
、
小
豆
粒
か
ら
大
豆

粒
ほ
ど
の
し
こ
り
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

乳
が
ん
細
胞
は
１
㎝
の
大
き
さ
に
な

る
の
に
15
年
以
上
か
か
り
ま
す
が
、
１

㎝
が
２
㎝
に
な
る
の
に
は
２
年
も
か
か

り
ま
せ
ん
。

　

乳
が
ん
の
原
因
は
特
定
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
人
は
乳
が
ん
に

か
か
り
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

◆�

日
時
：
12
月
７
日
（
水
）
か
ら　
　

　
　
　

12
月
11
日
（
日
）
ま
で

◆
会
場
：
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　

乳
が
ん
集
団
検
診
は
、
40
歳
以
上
を

対
象
に
2
年
に
1
回
受
診
の
案
内
を
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
志
布
志
会
場
の
み
の
実

施
で
す
が
、
昨
年
度
受
診
し
て
い
な
い

松
山
、
有
明
地
区
の
方
も
受
診
で
き
ま

す
。（
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
方
や

ご
不
明
な
方
は
本
庁
保
健
課
保
健
対
策

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

保健・医療・健康に関する情報を発信！

Health up for Smile! 　保健師・栄養士メモ 
志布志市健康カレンダー（10月・11月）

健（検）診や健康相談・育児相談をご利用ください。

健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
保健課  保健対策係  ℡：474 - 1111（内線 164 ～ 168）問
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１歳６か月児健診【13：00 ～ 13：30 受付】
10 月 19 日（ 水）：健康ふれあいプラザ
11 月 22 日（ 火）：健康ふれあいプラザ

３歳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】
10 月 26 日（ 水）：健康ふれあいプラザ
11 月 29 日（ 火）：健康ふれあいプラザ

乳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

1 1 月 ９ 日（ 水 ）：健康ふれあいプラザ

両親学級【９：20 ～９：30 受付】

1 1 月 ８ 日（ 火 ）：健康ふれあいプラザ

５歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】
10 月 14 日（ 金）：健康ふれあいプラザ
11 月 10 日（ 木）：健康ふれあいプラザ

２歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】

10 月 18 日（ 火）：有明地区公民館

１歳児お誕生相談【９：30 ～ 10：00 受付】
10 月 21 日（ 金）：やっちくふれあいセンター
1 1 月 ４ 日（ 金 ）：川西地区公民館

育児相談【10：30 ～ 12：00】
10 月 21 日（ 金）：やっちくふれあいセンター
1 1 月 ４ 日（ 金 ）：川西地区公民館

育児学級【９：30 ～ 10：00 受付】
10 月 20 日（ 木）：健康ふれあいプラザ
11 月 30 日（ 水）：健康ふれあいプラザ

がん検診

10 月 11 日（火）～ 10 月 14 日（金）：肺がん
10 月 17 日（月）～ 10 月 21 日（金）：肺がん
10 月 24 日（月）、25 日（火）、31 日 ( 月 )：肺がん
11 月１日（火）、２日（水）：肺がん
11 月 7 日（月）～ 11 日（金）：肺がん
11 月 15 日（火）～ 18 日（金）：女性がん
11 月 24 日（木）、25 日（金）：女性がん
※時間会場等詳しくは、個別に配布される文書でご確認ください。

✚ 10 月・11 月の日曜・祝日当番医 ✚

※�夜間に病気やケガで困ったときは「曽於医師会夜間急病セ

ンター（℡：482-5899)」までお問い合わせください。

※�都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機関は、電話での

テープ案内（℡ 0986-23-5555）をご活用ください。

※�受診すべきか判断がつかない場合は大隅広域夜間急病セン

ター電話相談（℡ 0994-45-4119）をご利用ください。

自
分
で
発
見
で
き
る
唯
一
の
が
ん

～
10
月
は
「
乳
が
ん
早
期
発
見
強
化
月
間
」
～

今月お話しするのは…

保健師の牧野です！

●
出
産
し
て
い
な
い
人

●
初
経
が
早
く
閉
経
が
遅
い
人

●
閉
経
後
肥
満
の
人

●�
血
縁
者
に
乳
が
ん
の
人
が
い
る
人

●�

乳
腺
疾
患
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
人

10 月
16 日 石神診療所 （内科、皮膚科）℡ 474-0107

はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

23 日 えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

30日 びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

11 月
３日 松下医院 （内科、外科） ℡ 472-1124

６日 手塚クリニック （内科、外科） ℡472-5565

はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

13 日 えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

20日 石神診療所 （内科、皮膚科）℡ 474-0107

陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

23 日 びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

27 日 大山病院 （内科） ℡472-1400

さくらやまクリニック （泌尿器科、内科） ℡ 472-1100

母子手帳の交付日は…
● 本庁：第１・第３水曜日の午後
● 松山支所：第２・第４水曜日の午前
● 志布志支所：毎週月曜日の午前

む
し
歯

９月に行われた５歳児歯科検

診で、むし歯も処置歯も無

かった子どもたちです！
　 梨

り り

莉 ちゃん 　 莉
り り か

璃嘉 ちゃん 　 篤
あつと

都 ちゃん

乳がんの自己検診（セルフチェック）方法

●閉経前の方：月経終了後、１週間以内の乳房のもっとも柔らかい時期に行いましょう。

●閉経後の方：毎月１回、日を決めて行いましょう。

《方法》

①�鏡に向かって両手を下げたまま左右の乳房や乳首の形をみます

（乳房の大きさや形の変化について注意を）。

②�両手を下げて前にかがむようにして、正面・側面・斜めから見

てくぼみやひきつれはないか、乳首がへこんだり湿疹やただれ

はないかをみます。次に両手を挙げて同じように観察します。

③�乳房の内側を調べるときは片手を挙げて３本以上の指の腹で軽

く圧迫し、まんべんなく触ります。

④�乳房の外側を調べるときは片手を自然に下げて、やはり３本以

上の指の腹で圧迫しまんべんなく触ります。

⑤わきの下にしこりがないか手を入れて触れてみます。

⑥�乳首を親指と人差し指で軽くつまみ、搾り出すようにし血性の

分泌物がないかを調べます。胸の大きな方は少し強めに圧迫し

てみてください。

＊自己検診で異変を感じたら専門医を受診してください！

＊しこりは良性の場合が多いです。心配しすぎず、まずは受診！

「の」の字を書くように

上や下、放射線状に

分泌物は出ていませんか？
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志布志市が取り組む「ブランドづくり」を紹介します！

こころざし ブランド通信 Shibushi Brands News 
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志
布
志
市
は
平
成
28
年
１
月

１
日
に
合
併
10
周
年
の
大
き
な
節

目
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
市
内
の
結
束
力

や
志
布
志
市
民
と
し
て
の
誇
り
を

い
っ
そ
う
高
め
る
べ
く
「
市
民
憲

章
」
を
制
定
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
（
平
成
28
年
10

月
）、
有
識
者
で
構
成
さ
れ
た
協
議

会
に
よ
る
草
案
の
作
成
が
完
了
し
、

今
後
、
広
く
市
民
の
方
々
の
ご
意

見
を
募
集
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

私
は
、
志
布
志
市
が″
こ
こ
ろ

ざ
し
〟
と
い
う
日
本
古
来
の
誇
る

べ
き
国
民
気
質
を
地
名
の
由
来
か

ら
紐
解
く
こ
と
の
で
き
る
稀
少
な

地
域
で
あ
る
こ
と
は
と
て
も
大
き

な
価
値
が
あ
る
と
常
々
感
じ
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
市
民

憲
章
制
定
は
ま
さ
に
志
布
志
が
名

実
と
も
に「
こ
こ
ろ
ざ
し
の
ま
ち
」

で
あ
る
こ
と
を
明
文
化
す
る
絶
好

の
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

 　
「
志
（
こ
こ
ろ
ざ
し
）」
の
語

彙い

・
語
源
に
つ
い
て
は
本
コ
ラ
ム

で
以
前
も
か
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
※1
、「
志
」
の″
士
〟
が
出

発
の
線
と
足
の
向
か
う
先
、″
心
〟

が
心
臓
を
表
す
形
声
文
字
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
「
志
」
の
語
源
に

は
「
心
の
向
か
う
と
こ
ろ
」
と
い

う
意
味
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
か
つ
て
こ
の
地 

志
布

志
で
天
智
天
皇
が
女
主
人
と
侍
女

か
ら
布
を
献
上
さ
れ
た
こ
と
を「
上

か
ら
も
下
か
ら
も
志
を
以
て
布
を

献
じ
た
こ
と
は
誠
に″
志
〟
布″
志
〟

で
あ
る
」
と
し
、
志
布
志
と
呼
ん

だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
敢
え
て
「
志
（
こ
こ

ろ
ざ
し
）」
の
英
訳
を
試
み
て
み

ま
す
と
、
文
脈
に
よ
っ
て
は
「
ａ

ｍ
ｂ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
大
志
）」
や

「
ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
（
意
志
）」
と
い
っ
た

単
語
が
当
て
は
ま
る
よ
う
に
も
思

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、 「
士
」（
さ

む
ら
い
）
の
「
心
」
と
書
く
「
志
」

そ
の
も
の
を
直
訳
し
よ
う
と
す
る

と
、「
侍
」
が
日
本
独
自
の
も
の

で
あ
る
以
上
、「
い
だ
だ
き
ま
す
」

や
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
よ
う
に
、

「
こ
こ
ろ
ざ
し
」
も
ま
た
、
英
語

で
そ
の
真
意
を
置
き
換
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
言
葉
な
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
「
物
質
至
上
主
義
」「
物
質
的
価

値
観
」
と
い
う
言
葉
が
叫
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
現
代
社
会

に
お
い
て
、″
お
も
て
な
し
〟
や″

こ
こ
ろ
ざ
し
〟
と
い
う
日
本
の
古

き
良
き
美
徳
に
つ
い
て
市
民
一
人

ひ
と
り
が
そ
の
意
味
に
つ
い
て
思

い
を
馳
せ
、
地
名
の
由
来
と
と
も

に
語
り
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
意

義
は
は
か
り
知
れ
な
く
大
き
い
も

の
と
感
じ
ま
す
。
そ
の
過
程
で
市

内
そ
し
て
市
外
・
県
外
・
全
国
で

共
有
さ
れ
醸
成
さ
れ
る
日
本
国
の

誇
り
「
高
き
理
念
」
と
そ
の
理
念

を
具
現
化
す
る
た
め
の
志
布
志
の

あ
ら
ゆ
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
は
、

こ
の
地
だ
け
で
な
く
日
本
国
全
体

に
と
っ
て
も
大
き
な
価
値
を
も
つ

も
の
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
申
し

上
げ
れ
ば
、
ま
さ
に
高
い
「
志
」

を
も
っ
て
、
大
き
な
価
値
を
も
つ

よ
う
に
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け

な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

※
１�

：「
こ
こ
ろ
ざ
し
コ
ラ
ム
」

第
９
回
（
２
０
１
４
年
４
月

号
）
ご
参
照

『�合併 10周年、「市民憲章制定」の節目を迎えて
〜 “こころざし ”のまち志布志の潜在価値〜』

こころざしコラム　第 29 回　坂本貴弘
コラムニスト：ふじやま学校 
代表取締役 坂本貴弘　神奈川
県出身。志布志ブランド推進
アドバイザーとしてブランド
作りに携わる。東京大学卒業。

本庁 企画政策課 地方創生推進室（シシガーデン事務局）℡：474-1111（内線 254）問

　

７
月
に
多
機
能
型
情
報
発
信

拠

点
「

Ｓ
．

Ｏ
．

Ｌ
．（SISI 

O
RGAN

IC LABO
RATO

RIES

）」

が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
２
か
月
、

Ｓ
．
Ｏ
．
Ｌ
．
に
は
連
日
、
志
布
志

に
ゆ
か
り
の
あ
る
若
い
ク
リ
エ
イ

タ
ー
が
集
結
し
て
「
志
布
志
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
」
す
る
た
め
の
協
議

や
勉
強
会
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

７
月
30
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

（
市
報
し
ぶ
し
８
月
号
参
照
）
の

生
中
継
の
ほ
か
、
９
月
３
日
は
台

風
の
様
子
を
商
店
街
か
ら
生
中
継

す
る
「
台
風
倶
楽
部
」、
９
月
５

日
に
は「
恋
活
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」

の
宮
内
さ
く
ら
さ
ん
を
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
ー
に
人
口
減
少
・
過
疎
化

と
い
う
全
国
の
地
方
自
治
体
が
直

面
し
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
、
数

人
の
未
婚
若
者
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え

て
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
様
子
は
９
月
21
日
に

Ｋ
Ｔ
Ｓ
テ
レ
ビ「
み
ん
な
の
ニ
ュ
ー

ス
鹿
児
島
」
で
特
集
と
し
て
放
送

さ
れ
、そ
の
注
目
度
が
伺
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
22
日
に
は
、
志
布

志
商
店
街
に
あ
る
Ｓ
．
Ｏ
．
Ｌ
．

か
ら
全
世
界
に
向
け
て
、
志
布
志

の
あ
ら
ゆ
る
魅
力「
こ
と
」「
も
の
」

「
ひ
と
」
を
紹
介
す
る
10
時
間
特

番「
志
布
志
の
中
心
で
愛
を
叫
ぶ
」

の
生
放
送
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
生
放
送
で
は
、
中
学
生
か

ら
ご
年
配
の
方
ま
で
50
人
以
上
が

出
演
し
、
グ
ル
メ
、
お
ま
つ
り
、

特
産
品
、
イ
ベ
ン
ト
紹
介
を
し
た

ほ
か
、
市
内
の
中
学
生
や
高
校
生

も
コ
ー
ナ
ー
を
持
ち
、
志
布
志
市

に
対
す
る
要
望
や
思
い
に
つ
い
て

大
い
に
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

番
組
最
後
に
は
小
園
淳
之
輔
さ

ん
、
歌
唱
王
の
坪
田
俊
一
さ
ん
ら

に
よ
る
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ 

Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ｓ

の
ラ
イ
ブ
を
商
店
街
か
ら
完
全
生

放
送
し
、
地
方
自
治
体
の
番
組
と

し
て
視
聴
者
1
万
人
を
超
え
た
志

布
志
の
若
者
達
の
情
報
発
信
力
が

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
２
日
に
は
「
志
布
志
経
営

戦
略
講
演
会
」
と
銘
打
っ
て
、
税

理
士
／
戦
略
経
営
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

海
江
田
博
士
さ
ん
が
、
今
の
志
布

志
の
現
状
を
見
据
え
た
上
で
、「
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
経
営
者

た
ち
へ
」
を
テ
ー
マ
に
若
者
経
営

者
／
個
人
事
業
主
に
向
け
て
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

海
江
田
さ
ん
が
語
る
実
践
に
基
づ

い
た
経
営
戦
略
、
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン

グ
論
に
会
場
を
訪
れ
た
若
い
経
営
者

も
必
死
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、「
げ
ん
き
市
」
の
方
々

と
の
勉
強
会
、
志
布
志
高
校
美
術

部
の
皆
さ
ん
と
進
行
中
の
「
空
家

商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
き
れ
い

な
絵
で
埋
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

な
ど
、
ま
さ
に
多
世
代
交
流
多
機

能
型
情
報
発
信
基
地
と
し
て
、
勉

強
会
や
技
術
的
な
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
な
が
ら
も
、
志
布
志
の
未

来
を
真
剣
に
考
え
、
情
報
発
信
を

続
け
る
若
者
た
ち
に
今
後
も
ご
注

目
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
様
で
情
報
を
発
信
し

た
い
方
、
番
組
制
作
に
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
と
も
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

こ こ ろ ざ し ネ ッ ト 新 聞

　シシガーデン：  http://sisi-garden.com/ 　　　
　チャンネル 424：  https://www.youtube.com/channel/UCLMzGru42oa_xtNrn976W8g

若
い
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が

新
た
な
情
報
を
発
信

　ＡｂｅｍａＴＶ：  https://abemafresh.tv/sisi-garden/　　志布志市の新しい情報発信を開始しました



　市では、公正な滞納処分に資するため以下の財産について公売を実施します。

◆公売方法：入札方式　　
◆�携行品：印鑑（認印可、シャチハタ不可）、身分証明書（運転免許証等）、公

売保証金（現金または小切手で納めてください）
※代理人による入札の場合、委任状及び代理人の印鑑・身分証明書
◆その他：いずれも公簿表示で現況渡しです。

税の広場

今月の納税

口座振替日：

1 0 月 3 1 日（月）

　口座振替をされる方は、口座振替日の前日
までに残高確認をお願いします。

●市県民税（３期）
●国民健康保険税（６期）
●介護保険料（６期）
●後期高齢者医療保険料（６期）

※�納税証明等の交付について

　金融機関等で納付してから市役所で納付確
認ができるまで、約１週間程度かかる場合が
あります。納付後、早急に納税証明等が必要
な場合は領収書等をお持ちの上、交付請求し
てくださいますようお願いします。 本庁  税務課　℡：474-1111　滞納整理係（内線 152・153） 

収納管理係（内線 147・148）問

志布志市の税金に関することや滞納処分の状況をご紹介します。

Tax Information

納　期　限：

平成28年度 滞納処分等実施状況について
　
生
活
状
況
に
よ
り
一
度
に
納
税
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
や
失
業
・
病
気
等
で

収
入
が
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

庁
・
各
支
所
の
税
務
窓
口
で
納
税
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、

大切な市税を確保するため、財産（給与、預金、不動産など）を差し押

さえることになります（法律では、「督促状を発した日から起算して 10

日を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押さえなけれ

ばならない」と定められています）。

◆差押えを実施した件数
　（平成 28 年度 ４～８月） 1 0 3 件
差押えの内容：
●債　権：23 件　●預貯金：54 件

●不動産：19 件　●給　与：７ 件

●動　産：０ 件
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不動産公売会を実施します。
国民健康保険の財政は、

危機的状況です！
特定健診を受診した場合と受診していない場合の生活習慣病罹

患状況の一人当たり医療費は、特定健診を受診していない場合
の方が、統計的に「約 11 万円」高くなっています。

特定健診の受診の有無により、医療費も増減することになり
ますので、国民健康保険の皆様も特定健診を受診するよう

お願いします。　

シリーズ・国保

目指せ！　特定健診　受診率７０％
◆志布志市では、特定健診の受診率 70％を目指しています

　９月に集団健診が終了しましたが、悪天候の影響もあり、このままでは、特定健診の受診率 70％は非常に厳しい状況です。

　集団健診が終了しても、個別健診を受診していただくか、定期的に医療機関に通院している方は、医療機関から情報提供を

していただくことにより、特定健診の受診率をアップさせることができますので、個別健診の受診や情報提供への御協力をお

願いします。

◆個別健診とは？？

　集団健診の日時に受診できない方等が、個別健診の実施できる医療機関に、電話等で連絡し健診を受ける方法で、事前予約

制となっています。

個別健診の方法は？　⇒　特定健診受診票を医療機関に提出（要予約）

　市が発行する個別健診用の特定健診受診票を医療機関に提出する必要

があります。希望される方は、保健課保健対策係にご連絡ください。

◆個別健診内容：

　血液検査、心電図、尿検査、問診、身長・体重測定、医師診察　

　�（ただし、がん検診については、個別での医療機関受診はできませ

んので、ご了承ください。）

◆個別健診を受ける際の注意点　　　

●特定健診受診票を忘れないように医療機関へご持参ください。

●実施できる医療機関が決まっておりますので、ご確認ください。

●年内（12 月末）までに受診していただきますようお願いします。

●受診の際は、必ず医療機関に事前に予約してください。

■問い合わせ先：保健課　 ℡：474-1111（内線 ●国民健康保険係 122 ～ 125	 ●保健対策係 164）

本庁  税務課　滞納整理係　℡：474-1111　（内線 153） 問

※�売却区分番号 28-27、28-28 及び 28-33 には農地が含まれるため、入札に参加するためには、「買受適格証明」を提出してい
ただきます。「買受適格証明」については、10 月 31 日（月）までに申請してください（11 月実施分で、転用しようとする場
合の申請は締め切りました）。詳細については、志布志市農業委員会（099-487-2111 内線 302）までお問い合わせください。

※公売物件の詳細については、ホームページ及び本庁・各支所窓口にあるチラシをご覧ください。

売却区分番号 公売財産の名称、性質及び数量 見積価額 公売保証金

28-31 志布志町帖字西谷口 3323 番２、3323 番３、3323 番４　　山林３筆　　1326.17㎡ 26,000 円 －

28-32 有明町伊﨑田字坂ノ下 5398 番１　　山林　　552㎡ 14,000 円 －

● 10 月 25 日（火）入札実施分（９時 30 分受付　10 時入札）　　入札会場：有明地区公民館大会議室

！

1 0 月 2 5 日（火）

※市報しぶし９月号で掲載した売却区分番号 28-30 の入札も同時に行います。

集団健診を受診できなかった方々に朗報です！

●個別健診を「無料」で受診できます！

●�個別健診を受診すると特定健診受診

済証の交付を受け、商工会加盟の協

力店舗で「割引等の特典を受けるこ

とができます !!」

特定健診受診済証が利用できる商工会の加盟の 57 店舗
は、市報しぶし５月号に掲載しています。
この受診済証を、市内の協力店でお買い物のときに提示
すれば、割引等のうれしい特典が付きます！
また、鹿児島興業信用組合で特定健診受診済証を提示
すると、定期預金の金利がアップします！

医療機関名 電話番号
出口医院 ４７２－１５３８
陽春堂内科診療所 ４７２－５５１１
山口内科 ４７３－１１８８
藤後クリニック ４７２－１２３７
手塚クリニック ４７２－５５６５
松下医院 ４７２－１１２４
みやじクリニック ４７１－５０００
さくらやまクリニック ４７２－１１００
石神診療所 ４７４－０１０７
びろうの樹脳神経外科 ４７７－１２１２
びろうの樹整形外科 ４７１－６６１１
山下クリニック ４８７－９００１

この機会に、個別

健診の受診をお願い

します！「無料」です！

売却区分番号 公売財産の名称、性質及び数量 見積価額 公売保証金

28-27 志布志町志布志字水ヶ迫 1907 番１　畑（現況：雑種地）　351㎡ 599,000 円 60,000 円

28-28 有明町蓬原字小松 1352 番　畑（現況：原野）　252㎡ 10,000 円 －

● 11 月 29 日（火）入札実施分（９時 30 分受付　10 時入札）　　入札会場：有明地区公民館大会議室

売却区分番号 公売財産の名称、性質及び数量 見積価額 公売保証金

28-33 志布志町帖字孫野 4857 番１、4857 番 2　畑２筆　2,270㎡ 367,000 円 －

● 12 月 20 日（火）入札実施分（８時 30 分受付　９時入札）　　入札会場：有明地区公民館大会議室
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～ 『志』・季・折・々 ～
市内の美しい風景や、歴史・文化を感じさせて

くれるもの等を写真でご紹介します。

読者の皆様からの写真のご提供も、

お待ちしています。

【今月の１枚：彼岸花】

短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

そ
ば
え
降
る
山
裾
の
庁
舎
に
七
色
の
虹
際
立
ち
て
入
陽
に
映
ゆ
る
　	

	

　
　
　
畑
山
み
つ
き

夏
く
れ
ば
思
ひ
浮
か
ぶ
終
戦
に
右
往
左
往
の
満
州
平
野
　	

	

　
　
　
福
元
　
　
忍

あ
と
四
年
東
京
五
輪
に
引
き
継
が
る
若
き
力
世
界
に
羽
ば
た
け
　	

	

　
　
　
徳
田
　
将
人

焼
け
石
に
と
は
思
ひ
つ
つ
撒
く
水
の
か
そ
け
き
涼
に
散
る
夕
し
づ
く
　	

	

　
　
　
矢
野
　
む
つ

遺
影
見
て
息
子
の
寝
床
仏
間
に
と
亡
母
に
寄
り
添
う
二
夜
を
託
す
　	

	

　
　
　
野
口
　
　
嵐

風
透
る
部
屋
に
寝
こ
ろ
び
見
上
ぐ
れ
ば
若
き
遺
影
の
夫
は
笑
ま
え
り
　	

	

　
　
　
澤
津
川
頼
子

メ
ダ
ル
無
し
悔
や
む
選
手
に
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
五
輪
に
行
け
る
誇
り
に
感
謝
　	

萩
　
　
幸
子

足
下
の
一
メ
ー
ト
ル
の
滝
を
見
て
飛
ぶ
か
飛
ば
ぬ
か
少
年
の
夏
　	

	

　
　
　
木
下
マ
キ
子

ち
ゃ
ぶ
ち
ゃ
ぶ
と
水
ふ
み
な
が
ら
荒
風
に
笠
を
つ
ぼ
め
て
遊
歩
道
ゆ
く	

	

　
　
　
大
原
　
　
繁

水
ぬ
る
む
田
の
水
面
に
木
立
写
し
今
日
も
元
気
で
手
伝
い
終
え
る
　	

	

　
　
　
水
上
カ
ズ
エ

世
話
好
き
で
人
を
愛
し
惜
し
ま
れ
て
義
姉
逝
く
吾
に
後
悔
を
残
せ
り
　	

	

　
　
　
石
峰
カ
ズ
子

勉
強
は
ぜ
ん
ぶ
苦
手
と
云
い
な
が
ら
シ
ュ
ー
ト
蹴
り
行
く
夢
は
本
田
圭
祐	

　
　
　
橋
口
　
裕
子

一
面
の
黄
金
の
稲
穂
重
く
た
れ
秋
近
し
か
と
赤
ト
ン
ボ
舞
う	

　
　
　
福
岡
　
国
広

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

太
極
拳
模
範
演
技
に
菊
薫
る	

　
　
　
横
山
　
良
子

新
涼
の
山
荘
人
の
混
み
合
へ
り	

　
　
　
川
畑
　
充
子

新
涼
の
空
気
満
た
せ
る
肺
の
奥	

　
　
　
本
村
　
湧
水

母
馬
に
寄
り
添
う
仔
馬
風
は
秋	

　
　
　
熊
谷
　
玉
乃

兄
弟
の
そ
う
め
ん
流
し
に
誘
わ
れ
て	

　
　
　
城
之
園
よ
し
え

新
涼
や
肴
の
絵
の
せ
作
る
皿	

　
　
　
春
日
　
ふ
く

小
鯵
刺
去
に
し
松
原
小
鳥
来
る	

　
　
　
本
村
多
可
子

薩
摩
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

着き
か
ざ飾
っ
た 

主し
ゅ
や役
か
つ
ん
寝ね

い 

七し
ち
ご
さ
ん

五
三	

　
　
　
満
留
　
ぐ
み

亭と

と主
ん
料じ
ゅ
い理 

魚い
お

ど
ま
終は

い始
と 

焦こ

が
ら
け
っ
　
　
　
野
村
　
三
味

狂く
句
を
見み

た
か 

婆ば
ば

が
仕し
か
え返
し 

隠か

き
た
焼し
ょ
つ酎

　
　
　
伊
地
知
　
孝

受じ
ゅ
け
ん
ご

験
児
ん 

部へ

や屋
か
ら
洩も

る
い 

凄わ

ぜ
鼾い
び
っ	

　
　
　

樋
渡
草
団
子

我わ

が
鼾い
び

か 

分わ

か
ら
じ
他ひ

て人
な 

喧や

か
ま
し
ゅ
し
　
　
木
藤
　
富
美

床と

け
飾か
ざ

い 

言ち
ゅ

た
で
嫁き

た
な
あ 

使つ

こ
た
く
っ
　
　   

新
地
　
十
意

長な
が
い生
っ
の 

薬く
す

や
こ
い
よ
ち 

一い
っ
し
ゅ
び
ん

升
瓶	

　
　
　
新
地
　
　
誠

肥だ
ん
べ満
女か

か房 

我わ

が
太ふ

て
鼾い
び

き 

け
驚た
ま
が

っ	

　
　
　
小
蓬
原
鯉
太
郎

俳
句
（
志
布
志
左
右
句
会
）

ギ
ッ
タ
マ
イ
筋
肉
伸
ば
す
蝉
時
雨	

　
　
　
吉
村
　
公
平

秋
の
夜
や
こ
こ
に
幸
あ
り
歌
う
妻	

　
　
　
里
平
　
信
義

蝉
し
ぐ
れ
祭
り
太
鼓
に
負
け
ま
い
と	

　
　
　
末
永
　
一
雄

夕
か
ま
き
り
ひ
し
と
威
嚇
の
翅
ひ
ろ
げ	

　
　
　
肥
後
　
洋
子

炎
天
下
な
の
で
速
達
お
く
れ
ま
す	

　
　
　
池
添
　
章
一

父
と
云
う
淋
し
い
鬼
が
秋
野
翔
ん
だ	

　
　
　
暉
峻
　
康
瑞

老
い
身
は
秋
の
夜
長
や
虫
の
声	

　
　
　
岩
根
　
長
初

陣
岳
も
し
ら
さ
ぎ
も
ぬ
れ
宵
の
鐘	

　
　
　
宮
ヶ
原
昌
平

宝
満
橋
汽
笛
の
向
こ
う
に
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
灯
　
　
　
鈴
木
　
国
義
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『
医
療
費
な
ど
が
返
っ
て
く
る
』　
　
　
　
　

こ
ん
な
電
話
に
要
注
意
！

　

幸
い
に
も
被
害
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
志

布
志
市
内
で
も　
「
怪
し
い
電
話
が
来
た
」
と
の
相

談
が
数
件
、
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
！

◆
事
例

　

自
宅
に
市
の
福
祉
事
務
所
を
名
乗
っ
て
電
話
が

あ
っ
た
。

　
「
医
療
費
を
還
付
す
る
案
内
の
ハ
ガ
キ
を
送
っ
て

い
る
が
届
い
て
い
る
か
」
と
言
わ
れ
た
。「
届
い
て

い
な
い
」
と
答
え
る
と
「
こ
ち
ら
で
受
け
付
け
て
い

る
。
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
に
行
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
前
か
ら

指
定
の
電
話
番
号
へ
連
絡
す
る
よ
う
に
」
と
指
示
さ

れ
た
。

　

コ
ン
ビ
ニ
か
ら
連
絡

し
、
指
示
さ
れ
る
ま
ま

に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
た

が
、
明
細
を
見
る
と

１
０
０
万
円
振
込
ん
だ

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
　
　
（
60
歳
代
男
性
）

◆
ア
ド
バ
イ
ス

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　

市
役
所
や
税
務
署
、　

社
会
保
険
事
務
所
な
ど
の

職
員
が
電
話
で
「
医
療
費
や
税
金
な
ど
の
還
付
金
が

あ
る
」
と
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に

誘
導
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
電
話
で
「
振
り
込
め
」
は
詐
欺
！

　
「
お
金
が
返
っ
て
く
る
の
で
、
携
帯
電
話
を
持
ち

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
で
す
。

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
市
役
所  

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
７
）
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年金知っ得!?

インフォメーション

pension

「共生・協働・自立」
皆でつくろう

のまち

consumer 
affairs

男女共同参画
もっと身近に！

Gender 
Equality

消費生活相談
知ってる？

community

ふるさとづくり委員会の活動に
　　　　　　　　参画しませんか？

　近年、社会を取り巻く環境は、少子高齢化社会の

到来や国・地方の財政状況の悪化などにより、以前

では考えられない厳しい状況の中で、住民のニーズ

はますます多様化、複雑化しています。

　そのため、市民や企業、民間団体、NPO、行政な

どがそれぞれ創意工夫に努め、連携し支え合うこと

が必要です。

　そこで、市では、市が目指す「市民が主役となる、

市民総意のまちづくり」の一環として、市内２１地

区すべての公民館単位で活動する「ふるさとづくり

委員会」により、地域の活性化に自主的・継続的に

取り組んでいただいています。

　このふるさとづくり委員会とは、地域の課題や特

性を、そこに住む市民で考え、話し合い、計画を立て、

多様な市民の声が反映された「住みよい地域づくり」

に取り組む市民参加型の任意団体です。

　各地区の主な取組

と し て は、 イ ル ミ

ネーションの設置や

蕎麦づくり体験、コ

スモス園、花壇の整

備や夏祭りの開催な

ど、地域の実情にあ

わせ、自分たちのア

イディアで、様々な

取 組 を 行 っ て い ま

す。これらの取組に

よって、各地区が少

しずつ元気を取り戻

しています。

　地域づくりに興味のある方は、ぜひ一度、お住ま

いの地区のふるさとづくり委員会活動に参画されて

みてはいかがでしょうか。また、今後もふるさとづ

くり委員会活動へのご支援・ご協力をお願いします。

■問い合わせ先：
　企画政策課 地域政策係 ℡：474-1111（257・252）

10 月は「仕事と家庭を考える月間」です
　少子・高齢化が急速に進む中、労働者の仕事と育児・

介護との両立が大きな課題となっています。中でも、

男女労働者とも育児・介護休業を取得しやすく、また、

働きながら育児や家族の介護を行いやすい環境づく

りが重要になっています。働きながら子育てしやす

くするには、男性も女性も働き方を変えていく必要

があります。

　企業側にも改正次世代育成対策推進法の施行によ

り、仕事と子育ての両立支援の取組に加え、男性を

含めた働き方の見直し等の対策が求められています。

また、育児休業制度は、男女に関係なく、労働者

が申し出ることにより、育児休業を取ることができ、

事業主はこれを拒むことはできません。

　働く男性の皆さん、育児に参加しましょう！

男女共同参画市民講座を開催します。
「女性の活躍推進に向けて～女性がいきいきと働くために～」

職場で女性の活躍を推進するために必要な知識・ノ
ウハウを学びませんか。

◆日時：10 月 28 日（金）14 時～ 16 時

◆場所：有明地区公民館

◆対象：�事業所の経営者や管理職の方のほか、どな

たでも参加いただけます。

■問い合わせ先：企画政策課  男女共同参画推進室
　℡：474-1111（内線 250・258）

�ＤＶ、デートＤＶで悩んでいませんか。
相談無料、秘密は守ります。

◆志布志市女性支援相談専用フリーダイヤル　

　℡：0120-7
な や む

86-0
おごじょ

54（月 ～ 金  8：30 ～ 17：00）
◆県男女共同参画センター　

　℡：099-221-6630
●水 ～日・祝：  9：0 0 ～ 17：00　●火 9：00 ～ 20：00

◆県女性相談センター　

　℡：099-222-1467
●月～金： 8： 3 0 ～ 1 7： 0 0（木：～ 2 0： 0 0 ）
●日： 9： 0 0 ～ 1 5： 0 0

※身の危険を感じた場合は 1 1 0 番へ

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び
地
方
税
法
上
、

健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め

た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の

年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

◆
控
除
対
象

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
28
年
１
月
か
ら

12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過

去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、
配
偶

者
や
ご
家
族
（
お
子
様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年

金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も

合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
年
末
調
整
・
確
定
申
告
を
行
う
と
き
は

　

平
成
28
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ

い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な

ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
28
年
1
月
1
日
か
ら
9
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ

ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証

明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
平

成
28
年
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今

年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ

は
、
翌
年
の
2
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。）

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後
は
も

ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強
い

味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
市
民
環
境
課　

年
金
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
）

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
に

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１い

や

や

８
８
泣
き
寝
入
り
！
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

芝桜による景観づくり

焼酎作り（さつまいもの苗植付け）



郵便はがき

お手数ですが

切手をお貼り

ください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、「ペンネームなし」で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　 ）　　　  －

（No.130/2016-10）

　今月の読者プレゼントは、お

便りをくださった方の中から抽

選で、ひまわり券 5 枚と、太久

保酒造㈱さんの「華奴・黒粋華

奴 5 合瓶セット」をプレゼント

します！（詳しくは３ページを

ご覧ください）

　ぜひ、ご応募ください！

　

今
月
は
、
有
明
町
に
お
住
ま

い
の
ミ
ル
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

若
い
こ
ろ
戦
争
を
体
験
し
た

ミ
ル
さ
ん
。
20
歳
の
頃
に
は
防

空
壕
を
掘
る
作
業
を
し
た
こ
と

が
あ
る
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

掘
っ
た
土
を
ト
ロ
ッ
コ
で
運
び

出
す
重
労
働
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

大
工
を
し
て
い
た
ご
主
人
と

22
歳
で
結
婚
し
、
５
人
の
子
宝

に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
家
庭
を

守
り
な
が
ら
、
農
業
の
忙
し
い

時
期
に
は
、
ご
主
人
と
一
緒
に

麦
刈
り
な
ど
の
仕
事
も
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
10
人
の
孫
と
12
人
の

ひ
孫
が
い
て
、
部
屋
に
は
賑
や

か
で
楽
し
そ
う
な
家
族
写
真
が

飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

　

と
て
も
元
気
な
ミ
ル
さ
ん
で

す
が
、
足
腰
の
運
動
た
め
に
毎

日
庭
先
を
歩
い
て
い
る
と
の
こ

と
。
今
で
も
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

で
キ
ュ
ウ
リ
や
ニ
ン
ジ
ン
、
大

根
な
ど
を
作
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
子
ど
も
さ
ん
の
家
で
数
日

を
過
ご
す
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
が
「
２
、３
日
歩
か
な
い
と

運
動
不
足
で
足
が
弱
り
そ
う
で

心
配
」
と
自
分
の
体
の
こ
と
は

自
分
で
し
っ
か
り
管
理
し
て
い

ま
す
。
ま
た
「
い
い
頭
の
運
動

に
な
る
」
と
お
孫
さ
ん
に
も

ら
っ
た
パ
ズ
ル
や
塗
り
絵
も
し

て
い
る
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

ミルさん (89 歳）

                                                                              （有明町）

あたや 元気やっど！

大きくなぁれ！

キラリ 青春！ 【志布志町】愛
ま な

 さん　(26 歳）

今月の 題字

　　小学校 ６年

  有
あ り さ

咲 さん

　

字
が
上
手
に
な
り
た
く
て
小
学
校

４
年
生
か
ら
習
字
教
室
に
通
っ
て
い

る
有
咲
さ
ん
が
今
月
の
大
事
を
書
い

て
く
れ
ま
し
た
。
本
を
読
む
の
が
好

き
で
す
が
、
走
っ
た
り
体
を
動
か
し

た
り
す
る
の
も
好
き
で
、
学
校
の
授

業
で
も
好
き
な
の
は
体
育
と
の
こ
と

で
し
た
。
中
学
生
に
な
っ
た
ら
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
に
入
り
た
い
そ
う
で
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
や
自
分

よ
り
小
さ
な
子
ど
も
が
好
き
だ
っ
た

と
い
う
有
咲
さ
ん
は
、
将
来
は
保
育

士
に
な
り
た
い
そ
う
で
す
。
夢
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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Ｑ　現在のお仕事について教えてください

Ａ�．今年の２月に小学校の教諭として赴任しました。4 月からは 2

年生の担任をしています。

Ｑ　先生になろうと思ったきっかけは？

Ａ�．母も教師でその姿に憧れて先生になりました。

　�　教師は子どもの成長を見られるところが好きです。この仕事が

できてとても幸せです。

Ｑ　地元に帰ってきてどうですか？

Ａ�．母校に赴任できて嬉しいです。地域の方にも声をかけてもらえ

ます。毎年、安楽山宮神社の春祭りで三味線を弾いています。学

生のときも祭りのために帰省して弾いていました。

Ｑ　今後の目標は？

Ａ�．まだまだ勉強不足なので同僚の先生方や地域の方を見ながら成

長したいです。子どもたちの笑顔をもっと引き出せるような教師

になりたいです。

読者プレゼント

　　 絆
き と

仁 ちゃん（６歳 )

陸
り く と

仁 ちゃん（２歳 )

（有明町）

　　 叶
か の ん

夢 ちゃん（６歳 )

夢
ゆ う ま

眞 ちゃん（４歳 )

（有明町）

　　 煌
ら い と

月 ちゃん（２歳 )

光
れ い あ

空 ちゃん（９か月 )

（志布志町）

◆ ご家族からのメッセージ！

　いつも仲良しなかのんとゆうま。

　時には喧嘩もするけど、すぐ仲

直り。

　これからも２人らしく笑顔で明

るくやっていってね。

　２人は私たちの最高の宝物です。

◆ ご家族からのメッセージ！

　お兄ちゃんだいすきで、お兄ちゃ
んの行くところをずっとついて回
るれいちゃん。れいちゃんをかわ
いがってくれるらいお兄ちゃん。
　２人がニコニコ笑っているとパ
パもママもすごくいやされて幸せ
な気持ちになります。
　いつまでも仲よく元気いっぱい
で大きく育ってね。

◆ ご家族からのメッセージ！

　毎日にぎやかで笑いの絶えない

我が家。

　とても優しく面倒見の良いきと。

パパが大好きで甘えん坊のりくと。

たまにケンカもするけど結局一緒

に遊んで笑ってる仲良し兄弟です。

　これからも親子仲良く成長して

いこうね。



★アンケート★【10 月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます）

高い医療費 みんなで助け合い 国保の心
◆平成28年７月分の医療費の状況です。

医療費総額 ３０４，３５２，８０６円
７月末 国保加入者数 ９，４５０人
１人当たり医療費

（医療費総額／国保加入者数） ３２，２０７円

医療費１人当たりの負担内訳
市（国保）負担額 ２７，３６９円
個人負担額 ４，８３８円

１人当たり医療費の前年同月比 3.2％増。この金額は、国民健康保険に加
入している皆さんが医療機関等で診療したものに対し、市（国保）が支
払った医療費です。医療費総額の約 85.0％を市（国保）が負担しています。

市の人口 平成 28 年８月 31 日現在

人口：32,456 人
男性：15,374 人
女性：17,082 人　

転入：106 人	 転出：69 人
出生：17 人	 死亡：38 人

世帯数：15,765 戸

（+1 6 人）
（+４人）
（+12人）

（+14世帯）

志布志港 平成 28 年８月分
※資料：鹿児島税関支署

①貿易船入港隻数：66 隻（日本 0、外国 66）
②輸出：28 億 35 百万円
③輸入：91 億 49 百万円

毎
年
恒
例
行
事

　

今
年
も
娘
の
体
育
大
会
が
あ
り

ま
し
た
。
長
女
が
成
人
し
、
次
女

が
中
学
生
。
今
は
年
に
一
度
に
な

り
ま
し
た
が
、
寝
る
間
を
惜
し
ん

で
の
弁
当
作
り
。
毎
年
終
わ
る
た

び
に
「
あ
と
残
り
何
回
」
と
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
し
て
い
ま
す
。

　

何
年
作
っ
て
も
手
際
よ
く
な
ら

ず
、
体
力
的
に
も
辛
く
な
り
ま
す

が
、
一
年
に
一
度
の
こ
と
、
子
供

の
た
め
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
開
会
式
か
ら
雨
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
に
終
わ
り

ホ
ッ
と
一
安
心
で
す
。

（
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト 

44
歳 

女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

運
動
会
は
お
弁
当
が
楽
し
み
の
一

つ
で
す
が
、
作
ら
れ
る
方
の
苦
労
を

思
え
ば
い
っ
そ
う
感
謝
し
て
食
べ
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
あ
と
何
回
作
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ざ
、
作

ら
な
く
て
よ
く
な
る
と
案
外
寂
し

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

台
風
の
当
た
り
年

　

今
年
は
台
風
の
多
い
年
で
び
っ
く

り
で
す
。
私
は
カ
ラ
イ
モ
と
米
を

作
っ
て
い
ま
す
が
、
稲
が
風
で
少
し

倒
れ
か
け
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

　

い
つ
ま
で
で
も
と
は
い
か
な
い
け

ど
、
何
歳
ま
で
現
役
で
い
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
。
す
で
に
足
に
き
て
い
る

け
ど
、
気
持
ち
は
元
気
で
い
た
い
の

で
、
運
動
、
食
事
に
気
を
つ
け
て
い

ま
す
。

（
マ
サ
ち
ゃ
ん 

79
歳 

女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

農
作
業
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
ま
だ
ま
だ
元
気
な
証
拠
で
す
。

ぜ
ひ
元
気
の
秘
訣
、
運
動
と
食
事
の

こ
と
を
お
便
り
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
サ
ち
ゃ
ん
さ
ん
以
外
に
、
ピ
ー

マ
ン
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
被
害
に

あ
っ
た
と
い
う
お
便
り
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。
大
規
模
な
停
電
も
あ
り
、

農
業
以
外
に
も
多
大
な
影
響
が
出
て

し
ま
い
ま
し
た
。
台
風
に
は
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら
も
気
を
つ
け
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
ね
。

※�

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か

わ
ら
ず
、
い
た
だ
い
た
お
便
り
か

ら
抽
選
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
お

便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市民のこえ
・

お寄せいただいた
お便りを
ご紹介します！

お便り、お待ちしています

　市報しぶしを読んだ感想や今後取

り上げて欲しい特集、志布志市に対

するご意見等何でもお好きなことを

書いてください（一部修正して掲載

する場合もあります）。

　月末までに頂いたお便りが、その

月のプレゼントの応募対象になりま

す。それ以降の分は次月の応募対象

となりますので、ご了承ください。

　頂いた「お便り」は「市民のこえ」 

コーナーに掲載します（お便りが多

数の場合には担当にて選考の上掲載

します）。個別の回答はいたしませ

んので、ご了承ください。
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1 1 月は「故
ふるさと

郷に学び・育む青少年運動」強調月間です
青少年の健全育成は家庭が基本ではありますが、地域ぐるみでの育成を図りましょう。

◆�家庭では：「早寝・早起き・朝ごはん運動」の実践など、基本的な生活習慣の確立に努めるとともに、毎月
第３日曜日の「家庭の日」、毎月 19 日の「育児の日」を中心に、家族の語り合いや親子のふれあいを実践
しましょう。

◆�地域では：毎月第３土曜日の「青少年育成の日」を中心に、地域の特性を生かした青少年育成活動（土曜
体験広場等）を実施するとともに、地域全体で子育てを応援する気運の醸成を図りましょう。

◆各種青少年育成組織では：関係機関と連携を密にとり、情報の共有化や共通実践化を図りましょう。

■問い合わせ先：教育委員会　生涯学習係　　℡：472-1111（内線 337）

こちらのコーナーは、

インターネット版では

ご覧いただけません。

ご了承ください。
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市役所からの大事なお知らせ
① 「志布志＝グルメ」イベント＆ハロウィンイベントのお知らせ（港湾商工課　商工振興係）

② 保険証についてよくある質問（保健課　国民健康保険係）

③ 山重幼稚園の園児募集！（教育委員会　有明分室）

④ 畑地かんがいに関する補助事業について（農政畜産課　畑かん推進係）

⑤ 農業用廃プラスチック類の回収を行います（農政畜産課　生産流通係）

①
「志布志＝グルメ」イベント＆ハロウィンイベントのお知らせ

　やってきました、食欲の秋！
　志布志市の秋の味覚満載のグルメと、楽しいハロウィンイベントをお楽しみください。

②
保険証についてよくある質問

■問い合わせ先：保健課　国民健康保険係　　℡：474-1111（内線 122 ～ 125））

　国民健康保険の保険証（被保険者証）について、よくある質問をご紹介します。

Q１ 負担割合はどのようにして決まるの？

A１ 負担割合は、以下のように決められています。

病院などの医療機関で支払う医療費の負担割合は、次のように決められています。

◆未就学児（0歳から小学校に入学する年の 3月 31 日まで）：2割

◆ 6歳（小学校に入学した年の 4月 1日）から 69 歳まで：3割

◆ 70 歳から 74 歳まで：1～ 3割

※ �69 歳から 70 歳への切り替えは、70 歳の誕生月の翌月です。　　　　
ただし、各月 1 日が誕生日の場合は、誕生月から切り替わります。

　例：10 月 10 日に 70 歳になる方  ⇒  11 月から新しい負担割合

　　　10 月 1 日に 70 歳になる方  ⇒  10 月から新しい負担割合

Q２ 70 歳から 74歳までの負担割合は、どのように分けられるの？

A２ 前年の所得額や生年月日で振り分けられます。

Q３ 現役並み所得者とは、どのような人？

A３ 70 歳以上の国民健康保険加入者で、次の要件に当てはまる方です。

◆要件：�国民健康保険に加入している 70 歳以上の各世帯員の判定所得が 145 万円を超え、かつ国民健康
保険に加入している 70 歳以上の各世帯員の収入の合計額が、１人世帯は 383 万円、2 人以上の
世帯は 520 万円を超えること。

　この算定例の場合、夫の所得判定①が 145 万円を超え、かつ収入による判定②が 520 万円を超えているため現
役並み所得者の区分となり、夫と妻の負担割合は 3割となります。

※現役並み所得者がいる世帯の 70歳以上の国保加入者の負担割合は、世帯全員が 3割となります。

　判定所得の計算は、所得の種類で変わります。詳しくは本庁・各支所の国民健康保険担当係にお問い合
わせください。

◆商店街でハロウィン  T
トリック

rick  o
オア

r  T
トリート

reat

　イベント期間中、商店街のお店で店員さんに

「トリック・オア・トリート！ 」と言うとお菓子をも

らえます。

●�期間：10 月 15 日（土）～ 10 月 31 日（月）

●�対象店舗：目印のかぼちゃのあるお店が対象です。

「トリック・オア　
トリート !!」

商店街で

ハッピー★ハロウィン

ぼくが置いてあるお店で
お菓子をもらっちゃおう♪

このかぼちゃが目印だよ！

◆志布志＝グルメ

　参加各店がおススメする「秋のイチオシ」「ワンコ

イン」「チャレンジ（大盛り、激辛）」の３種類のグルメ・

メニューが盛りだくさんです。

　３店舗回ると特産品が当たるスタンプラリーも開催

します！

●�開催期間：10 月１日（土）～ 11 月 30 日（水）

●�参加店：市内 27 店舗

※�詳細は、新聞折り込み、各参加店舗や観光案内

所等で配布されるチラシをご覧ください。

⑥ 狂犬病予防集合注射（２回目）を実施します（市民環境課　環境政策係）

⑦ 鳥獣を寄せ付けない取組を実践しましょう！（耕地林務水産課　林務水産係）

⑧ 市民憲章草案に対するご意見を募集します（総務課  秘書広報係）

⑨ 予防接種についてのお知らせ（保健課　保健対策係）

■�問い合わせ先　●「志布志＝グルメ」イベント：志布志市商工会　℡：472-1108

　　　　　　　　●ハッピー・ハロウィンイベント：港湾商工課　商工振興係　℡：474-1111（内線 286）

この のぼり が

目印でござる !!

70 歳～ 74 歳

高齢受給者

昭和 19 年４月１日以前に生まれた方　　１割

昭和 19 年４月２日以降に生まれた方　　２割

３割

高齢受給者

一般

高齢受給者

現役並み所得者

算定例 所　得 収　入 控　除
所得による判定
（所得－控除）

収入による判定
（70 歳以上収入合計）

世帯主　夫　73 歳（国保） 300 万円 500 万円 100 万円 200 万円…①
600 万円…②世帯員　妻　70 歳（国保） 　　0円 100 万円   40 万円 　　         0 円　　　　

世帯員　子　45 歳（国保） 300 万円 500 万円 150 万円 － －
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⑤
農業用廃プラスチック類の回収を行います

■問い合わせ先：農政畜産課　生産流通係　　℡：474-1111（内線 433）

　ビニールハウスやマルチシート等の農業用廃プラスチック類の一斉合同回収を実施します。
　農業用廃プラスチック類は「産業廃棄物」となり、廃棄については農家の責任で処理するよう
に義務付けられ、野焼き・不法投棄は法律で禁止されています。

◆日時：10 月 25 日（火）　　9時～ 12 時、13 時～ 15 時

◆必ず守ってください
●梱包は適正に（ふろしき包み、肥料袋に入れる、マイカー線・針金で縛るなどの方法で行わない）
●絶対に混入させない （ハトメ、マイカー線、石、トンカチ、カマなど）
●運搬中は、車両に「産業廃棄物収集運搬車」を表示

◆回収場所：●松山地区：そお鹿児島農協選果場
　　　　　　●志布志地区：志布志市農業公社（志布志事業所）
　　　　　　●有明地区：JAあおぞら伊﨑田 FA茶工場

狂犬病予防集合注射（２回目）を実施します

松
山
地
区

実 施 日 場 所 時 間

10月

25日

（火）

新橋地区公民館裏 9：00～ 9：30

泰野地区公民館 9：40～ 10：10

尾野見地区公民館 10：20～ 10：50

有
明
地
区

実 施 日 場 所 時 間

10月

26日

（水）

伊﨑田青少年館 9：30～ 9：50

市役所下畜産指導センター 10：10～ 10：30

蓬原青少年館 10：50～ 11：10

通山青少年館 11：30～ 11：50

農村研修センター（宇都鼻） 13：00～ 13：20

原田青少年館 13：40～ 14：00

野神青少年館 14：20～ 14：40

山重青少年館 15：00～ 15：20

◆ 注射手数料および新規登録手数料

● 登録済みの犬：3,400 円　　● 新規登録の犬：6,400 円（登録手数料 3,000 円＋注射手数料 3,400 円）

志
布
志
地
区

実 施 日 場 所 時 間

10 月

20日

（木）

八野地区構造改善センター 9：00～ 9：10

潤ヶ野地区営農センター ９：20～ 9：30

旧天神ドライブイン前 10：00～ 10：20

志布志地区公民館 10：30～ 10：50

香月地区公民館 11：00～ 11：20

大田食堂（一丁田） 11：30～ 11：50

10 月

21 日

（金）

田之浦ふるさと交流館 ９：00～９：10

森山地区生活改善研修センター ９：20～９：30

帖五区農産加工センター 9：40～９：50

公設地方卸売市場駐車場 10：00～ 10：20

文化会館駐車場 10：30～ 10：50

平川商店（清水） 11：00～ 11：20

安楽地区公民館 11：30～ 11：50

　次の日程で狂犬病集合注射（２回目）を実施します。なお、今回対象の犬は、生後 91日以上で狂犬病予防注射を本
年度まだ接種していない犬です。

■問い合わせ先：�本庁 市民環境課 環境政策室 環境政策係　℡：474 - 1111（内線 134）
		  松山支所 総務市民課 市民係 ℡：487 - 2111（内線 224）
		  志布志支所 市民税務課 環境衛生係 ℡：472 - 1111（内線 224）

⑥

③ 山重幼稚園の園児募集！

◆�対象児童：入園時点で満３歳以上　　◆�募集定員：35 人

◆�保育時間：午前８時 15 分から午後２時まで

◆�預かり保育（実費徴収あり）：午前７時 30 分から午前８時 15 分まで

				    午後２時から午後５時 30 分まで

◆募集期間：平成 29 年１月 31 日（火）まで

※保育料等についてはお問い合わせください。

※�幼稚園の保育状況見学もできますので、見学希望の方は山重幼稚園にご連絡ください。

■入園手続き・問い合わせ先：�●山重幼稚園　℡：475-1922
　　　　　　　　　　　　　　●教育委員会 有明分室　℡：474-1111（内線 137）

④

市教育委員会では、平成 29 年度山重幼稚園の園児を募集します。
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畑地かんがいに関する補助事業について

※�狂犬病予防法により、生後 91 日以上の犬には、登録と年１回の狂犬病予防注射が厚生労働省令で義務付けられて

います。登録済みの犬がすでに死亡している場合は、そのまま台帳に残りますので、必ず市役所まで届け出をして

ください。犬の飼い主が変わった場合や、転入・転出をされて犬の移動があった場合も届け出が必要です。

※注射の際は個別通知書を必ずお持ちください。
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⑧
市民憲章草案に対するご意見を募集します

■問い合わせ先：総務課　秘書広報係　　℡：474-1111（内線 214）

　志布志市は、平成 28 年１月１日に合併 10 周年の節目を迎えました。市では、これを契機とし、
また、「志」を明文化できる自治体であるという思いを込めて、市民の連帯感やまちに対する愛
着や誇りをさらに深め、まちづくりへの参加意欲を喚起するという大きな意義を持つ「市民憲章」
を制定することを決定しました。このたび、現在まで検討を重ねてきた「市民憲章」の草案が完
成しましたので、市民の皆様に公表し、ご意見を募集します。

◆�募集期間：平成 28 年 10 月 12 日（水）～平成 28 年 11 月 11 日（金）

◆対象者：●市内に住所を有する人	 ●市内の企業、学校等に通勤、通学する人

◆意見書の提出方法

　●郵送（平成 28 年 11 月 11 日消印有効）　※点字可

　　送付先：〒 899-7492　志布志市有明町野井倉 1756 番地　　総務課　秘書広報係

　●ファックス　FAX：474-2281	 ●電子メール　E-mail：hisyokouhou@city.shibushi.lg.jp

　●�直接持参する場合は、市役所本庁総務課または松山支所総務市民課、志布志支所地域振興課へ提出し

てください。

※ 電話・口頭での受付はいたしません。

◆意見書提出様式：任意の様式に住所・氏名・年齢・電話番号・ご意見を記入してください。

※ 参考様式は市ホームページからダウンロードできます。

◆意見書の取り扱いと結果の公表

　●� 提出していただいたご意見に対する市の考え方・対応については、後日、市ホームページで公表しま

す。（住所・氏名などの個人情報は公表しません。）

　● 同様のご意見が多数あった場合は一括して公表する場合があります。

　● 提出いただいたご意見に対して個別の回答はいたしませんので、あらかじめご了承ください。

⑦
鳥獣を寄せ付けない取組を実践しましょう！

知らず知らずのうちに農地や集落が獣のえさ場になっていませんか？
～秋から冬場にかけての取組が重要です～

被害防止のポイントは、えさ場、隠れ場所をなくして「寄せ付けない」

対策その１　 農地の「獣のえさ場」をなくしましょう。 

　被害を発生させないために、冬季のえさ場をなくしましょう。

　「えさ場」があるということは「餌付け」と同じです！！

　水田では、収穫後に伸びた稲の葉を獣に食べられないようにしましょう。収穫後も電気柵等を適切に設

置し、農地への侵入を防止しましょう。

　 獣が、えさ場と認識すると、翌春の植付後から被害が発生・拡大します。

対策その２ 　農地周辺の「獣の隠れ場所」をなくしましょう。

　農地周辺の耕作放棄地、茂み、ヤブ等を解消し、獣のすみかや潜み場をなくしましょう。

対策その３ 　「環境点検」を実施しましょう。

　獣のえさ場や隠れ場所がないか、農地周辺の環境点検を定期的に行いましょう。

■問い合わせ先：�●わな免許取得講習会費用の一部助成に関する問い合わせ先　　　　　　　　　　　　

　耕地林務水産課　林務水産係　℡：474-1111（内 424）

　　　　　　　　�●電気柵購入に対する費用の一部助成に関する問い合わせ先　　　　　　　　　　　　
　農政畜産課　生産流通係　℡：474-1111（内 433）

鳥獣被害が発生する仕組み

収穫の残り物を放置 えさ場と認識される 翌年度被害発生

点検の視点

農地内に「えさ場（放任果樹、収穫の残り物等の放置）」はないか。

農地周辺に獣のすみか（ヤブ、けものみち）はないか。

《市民憲章草案》

　ここ志布志市は、青い海と緑の大地に恵まれた素晴らしいふるさとです。

　その昔、この地を訪れた天智天皇が、「志」篤き里人にいたく感激され、この地を「志布志」と命名さ

れたと言われています。

　その「志」篤き里人の子孫である私たちは、先人が誇りを持って脈々と紡いできた「志」の心を志布志

市の基本理念として、市民憲章にあらわすことにいたしました。

　「志」とは、自ら生きる目標を心に決めて目指すことであり、人や地域のために尽くそうとする心であ

ります。ひいては、世の中全体のために奉仕する心です。

　私たちは、先人たちが築いた歴史や文化を引き継ぎ、「高い目標や夢」と「慈愛の精神」を持ち、市民

一人ひとりがそれぞれの役割を担い、行動を起こし、「志」あふれる志布志市を築いていくことを誓います。

　（そのために、）私たち志布志市民は

し　　自然に親しみ、ふるさとを愛し　　						    

ぶ　　文化の香り高い先人の叡
え い ち

智に学び　　						    

し　　幸せと平和を求め				  

こころざしあふれるまちを創ります
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⑨
予防接種についてのお知らせ

■問い合わせ先：保健課　保健対策係　　℡：474-1111（内線 168）

インフルエンザ予防接種を受けましょう！
＜予防接種実施期間＞ 10 月１日から平成 29 年２月 28 日まで

�平成 26 年度までは全市民に対し、一部公費負担で接種費用の助成を行っ

ていましたが、昨年度から次の対象者について一部公費負担を行ってい

ます。

◆助成対象者及び市の助成額

●�接種日時点で生後６か月以上、18 歳（平成 10 年４月２日生～平成 11 年４月１日生）以下の方：1,500 円

●接種日時点で 65 歳以上の方：2,000 円

●接種日時点で 60 歳以上 65 歳未満の方で障害者手帳１級相当者（市から個別に通知します。）：2,000 円

◆自己負担額：医療機関の接種料から市の助成額を差し引いた額。

※接種料は医療機関によって異なります。

◆接種場所：市内医療機関、志布志市と契約する市外の医療機関

◆接種回数：�13 歳以上の方の接種回数は１回ですが、13 歳未満の方は、

接種回数が２回となります。詳しい接種方法は医療機関にお

問い合わせください。

ご注意ください

助成対象者が変わりました！

！

Ｂ型肝炎予防接種について

平成 28 年 10 月 1 日からＢ型肝炎予防接種が定期接種となり、予
防接種を受けることができるようになりました。

◆助成対象者：平成 28 年４月１日以降生まれの 1 歳未満のお子様

　　　　　　　※対象者には個別に通知しています。

◆ �10 月以前に、任意接種（自己負担）でＢ型肝炎予防接種を 1 回または

２回接種したことがあるお子様は、残りの回数が当該定期接種の対象と

なります。

◆次のお子様は当該定期接種の対象外となりますのでご注意ください。

●�母子感染予防のために抗ＨＢｓ人免疫グロブリンと併用してＢ型肝炎予

防接種を受けたことのあるお子様（健康保険が適用されます。）

●既に任意接種（自己負担）で３回の接種を終了しているお子様

Ｂ型肝炎は、Ｂ型肝炎

ウイルスの感染により

起こる肝臓の病気です。

健康づくり推進大会健康づくり推進大会

特別講演特別講演

 

岡本  安代 氏【講師】
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10/23 日

平成２８年

志布志市文化会館志布志市文化会館会場会場

9:30～12:00〈受付開始▶9:00〉
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100点満点
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健康づくり推進大会

 ■問い合わせ先：保健課保健対策係　℡：474-1111（内線161・164）
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健康づくり推進大会チラシ（修正）.pdf   1   2016/09/21   18:02:09

大隅の國やっちく松山藩　

第 28 回秋の陣まつり
必見！ 松山城・二ノ丸！

まつり期間中しかご覧になれません！

◆と　き：11月 12日（土）前夜祭　午後６時開催
　　　　　11月 13日（日）本祭　　午前８時 30分開門
◆ところ：志布志市松山城山総合公園内特設会場

総合司会：じゃっどん小野ちゃん

前夜祭：松山城ライトアップ　ほか

本祭：�奉納武者行列、山積み野菜の大盤振舞い、さむらい鍋、市

制 10 周年食のイベント、やっちく団子・こんにゃく・甘

酒の無料配布、城南保育所お遊戯、おもしろ舞踊、おやじ

バンド、三木　慶子ライブショー　など

※�その他大抽選会ややっちくサスケなど様々なイベントをご用意

しています！赤ちゃん・お子様の休憩施設もありますので、ご

家族連れで遊びに来てください。

■問い合わせ先：秋の陣まつり実行委員会（松山支所地総務市民課内）
　　　　　　　　℡：487-2111（内線 323）

内　容

◆ 8020 達成者表彰

◆健康づくり作文・標語入賞者表彰

◆健康づくり推進員による体操

◆健康づくり講演会

会場でのその他の催し

◆健康づくり図画・ポスター作品展示

◆もの忘れ相談コーナー
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い
し
ま
す
。

◆�

申
込
期
間
：
11
月
４
日
（
金
）

～
12
月
９
日
（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

生
涯
学
習
課　

社
会
教
育
係　

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
３
５
）

庭
園
管
理
講
習
受
講
生
募
集

鹿
児
島
労
働
局
委
託
事
業
「
シ
ニ

ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
地
域
事
業
」

◆�

期
間
：
11
月
15
日
（
火
）
～

　

11
月
24
日
（
木
）

※
土
・
日
・
祝
を
除
く

◆
時
間
：
９
時
～
16
時

◆
場
所
：
曽
於
市  

末
吉
公
民
館

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー　

※
実
習
場
所
は
、
別
途
案
内

◆�

内
容
：
樹
木
・
花
木
の
剪
定
・

整
技
法
か
ら
庭
園
に
関
す
る
知

識
を
習
得
し
、
緑
地
管
理
に
関

係
し
た
企
業
へ
の
就
職
を
目
指

し
ま
す
。

◆
定
員
：
20
名

◆�

受
講
料
：
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

も
無
料
）

◆�

対
象
者
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
登
録
の
あ
る
55
歳
以
上
の
方

◆
応
募
期
限
：
10
月
31
日
（
月
）

◆�

応
募
方
法
：
電
話
応
募

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

㈱
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド　

　

℡
：
０
９
９
‐
２
１
４
‐
２
１
４
０

あ
な
た
の
乳
房
、
チ
ェ
ッ
ク
し

て
ま
す
か
？

　

今
年
も
相
良
病
院
の
検
診
車
が

皆
さ
ま
の
お
近
く
ま
で
参
り
ま
す
。

　

自
分
だ
け
の
体
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
切
な
家
族
の
為
に
も
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
も
超
音
波
検
査
が
受
診
で

き
ま
す
。
定
期
的
な
検
診
が
早
期

発
見
に
繋
が
り
ま
す
。

　

検
診
で
一
番
多
く
見
つ
か
る
の

は
『
安
心
』
で
す
。

◆�

日
時
：
11
月
19
日
（
土
）・
20

日
（
日
）
９
時
30
分
～
15
時
予

定
（
20
日
は
13
時
ま
で
）　

　

�

先
着
60
名
（
申
込
み
多
数
の
場

合
は
12
月
３
日
（
土
）
を
追
加
）

◆
場
所
：
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

◆
料
金
：

●�

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
2
方
向
：

５
７
０
０
円　

●
超
音
波
検
査
：
５
７
０
０
円

●
両
方
：
１
０
０
０
０
円

◆�

申
込
締
切
：
10
月
21
日
ま
で（
９

時
～
17
時
受
付
、土
日
祝
除
く
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

社
会
医
療
法
人
博
愛
会

　

相
良
病
院
健
診
事
業
部

　

℡
：
０
９
９
‐
２
２
４
‐
１
８
２
１

10
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

　

適
正
な
土
地
利
用
に
よ
り
、
適

正
な
生
活
環
境
や
暮
ら
し
や
す
い

街
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土

地
に
つ
い
て
、
売
買
等
の
取
引
を

し
た
場
合
、
届
出
（
事
後
）
が
必

要
で
す
。

◆
届
出
が
必
要
な
面
積
：

●
都
市
計
画
区
域
：
5
千
㎡
以
上

●
都
市
計
画
区
域
外
：
1
万
㎡
以
上

◆
届
出
方
法
：

　

契
約
（
予
約
を
含
む
）
を
締
結

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
2
週
間
以

内
に
、
土
地
の
所
在
す
る
市
区
町

村
役
所
の
国
土
利
用
計
画
法
担
当

窓
口
へ
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

笑
顔
を
つ
な
ご
う
街
づ
く
り　
　

未
来
へ
つ
な
ご
う
土
地
活
用

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

建
設
課　

用
地
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
６
８
）

創
業
・
経
営
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

わ
ず
か
２
時
間
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
販
路
拡
大
の
ポ
イ

ン
ト
と
手
法
を
基
礎
か
ら
ひ
と
通

り
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
日
時
：
11
月
19
日
（
土
）

　

15
時
～
17
時
30
分

◆�

場
所
：
志
布
志
市
商
工
会
館

　
（
志
布
志
町
志
布
志
３
２
２
５
‐
5
）

◆�

講
師
：
泉  

高
憲
氏
（
選
客
万

来
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
代
表
及
び
㈲

イ
ズ
ミ
ア
ン
ド
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ

代
表
取
締
役
）

◆
定
員
：
60
名

◆
参
加
料
：
無
料

※�

要
申
込
み
。
申
込
方
法
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
政
策
金
融

公
庫  

熊
本
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
：
０
９
６
‐
３
５
３
‐
６
５
３
４

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談

◆
日
時
：
11
月
28
日
（
月
）

　

10
時
～
15
時

◆�

場
所
：
鹿
屋
市
役
所
6
階
会

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秋
募
集

「
海
外
青
年
協
力
隊
」「
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
秋
募

集
を
行
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
限
：
11
月
4
日
（
金
）

■�

問
い
合
わ
せ
先
：

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
鹿
児
島

　

℡
：
０
９
９
‐
２
２
１
‐
６
６
２
４

日
本
一
早
い
志
布
志
の
夏
そ
ば

の
栽
培
農
家
募
集
！

　

志
布
志
市
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド

作
り
に
向
け
て
夏
そ
ば
を
一
緒
に

栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

種
子
は
市
が
提
供
し
、
刈
取
り

費
用
も
負
担
し
ま
す
。（
乾
燥
・

運
搬
代
の
ほ
か
栽
培
に
係
る
諸
費

は
ご
負
担
く
だ
さ
い
。）　

収
穫
さ

れ
た
夏
そ
ば
は
、
生
育
不
良
の
も

の
を
除
き
買
い
取
り
ま
す
。

◆�

応
募
資
格
：
市
内
在
住
で
市
内

に
耕
作
面
積
10
㌃
以
上
の
田
畑

を
所
有
し
て
い
る
方

◆�

栽
培
期
間
：
平
成
29
年
３
月
下

旬（
播
種
）～
６
月
上
旬（
収
穫
）

◆
申
込
期
限
：
10
月
30
日
（
月
）

※�

栽
培
面
積
（
最
大
20
㌶
程
度
）

が
確
保
で
き
た
場
合
は
募
集
を

締
め
切
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
企
画
政
策
課

　

ブ
ラ
ン
ド
推
進
係　

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
５
４
・
２
５
５
）

志
布
志
の
石
像
巡
り
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

志
布
志
市
内
の
仁
王
像
・
随
神

像
・
田
の
神
像
な
ど
の
石
像
を
巡

り
ま
す
。

◆
日
時
：
11
月
20
日
（
日
）

�

●
９
時
～
９
時
20
分
受
付

●
16
時
終
了
予
定

●
小
雨
決
行

◆�

受
付
場
所
：

　

市
役
所
志
布
志
支
所
駐
車
場

◆�

参
加
料
：
無
料

※�

昼
食
、
飲
み
物
等
は
各
自
で
ご

準
備
く
だ
さ
い
。

◆�

参
加
資
格
：
山
道
を
歩
く
体
力

の
あ
る
方

◆
定
員
：
40
名
（
先
着
）

◆
申
込
み
期
間
：
10
月
20
日
（
木
）

　

～
10
月
31
日
（
月
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

生
涯
学
習
課  

指
定
文
化
財
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
４
３
）

お
せ
ち
料
理
教
室
参
加
者
募
集

　

市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、

食
文
化
と
技
の
伝
承
を
目
的
に
、

郷
土
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
正
月
を
間
近
に
控
え
、

ご
家
庭
で
出
来
る
簡
単
な
お
正
月

料
理
を
作
り
ま
す
。

　

男
女
問
わ
ず
初
心
者
も
大
歓
迎

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
：
11
月
20
日
（
日
）

　

９
時
～
13
時

◆
場
所
：
川
西
地
区
公
民
館

◆�

内
容
：
お
正
月
料
理
（
八
幡
巻
、

し
め
サ
バ
と
大
根
の
酢
み
そ
漬

け
、
こ
が
焼
、
栗
き
ん
と
ん
）

◆
定
員
：
先
着
20
名

◆
申
込
期
限
：
11
月
4
日
（
金
）

◆
参
加
費
用
：
千
円
（
当
日
徴
収
）

◆�

持
っ
て
く
る
も
の
：
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
筆
記
用
具

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

農
政
畜
産
課
農
政
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
２
７
）

地
元
企
業
い
い
と
こ
発
見　
　

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

製
造
現
場
の
見
学
や
経
営
者
の

話
な
ど
を
聞
き
、
地
域
の
食
に
か

か
わ
る
企
業
の
魅
力
を
発
見
す
る

バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

◆
日
時
：
11
月
4
日
（
金
）

　

13
時
～
17
時
30
分
予
定

◆�

訪
問
企
業
：
㈱
都
食
品
、
農
業

生
産
法
人
㈱
さ
か
う
え

◆�

対
象
：
県
内
在
住
の
求
職
者（
転

職
希
望
者
、
起
業
を
考
え
て
い

る
方
含
む
）
※
学
生
除
く

◆
定
員
：
先
着
25
名

◆
参
加
費
：
無
料

◆�

集
合
場
所
・
時
間
：

●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
の
や  

13
時

●
大
崎
町
役
場
：
13
時
30
分

◆��

申
込
：
申
込
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
他
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
有
限
会
社
環

境
シ
ス
テ
ム（
県
事
業
受
託
者
）

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
５
‐
４
４
５
２

Information＆
Event

お知らせ
Shibushi

Information
見逃せない情報がいっぱい！

募

集

お
知
ら
せ

（（
（
・
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水 道 修 繕 当 番 店

※�水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされな
いと基本料金が発生します。水道使用の予定がない場
合は、中止の手続きをお勧めします。中止されていた
水道を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

※道路等で水が出ている時は、水道課へご連絡ください。

◆松山地区

10 月 半下石建設 ℡ 487-8706

11 月 イケダ ℡ 487-8771

◆志布志地区

10 月 11 日～ 10 月 17 日 志布志水道 ℡ 472-3540

10 月 18 日～ 10 月 24 日 山本組 ℡ 472-1101

10 月 25 日～ 10 月 31 日 宮崎水道 ℡ 472-1081

11 月１日～ 11 月７日 高吉組 ℡ 472-0721

11 月８日～ 11 月 14 日 崎田建設 ℡ 473-0050

11 月 15 日～ 11 月 21 日 志布志水道 ℡ 472-3540

11 月 22 日～ 11 月 28 日 山本組 ℡ 472-1101

11 月 29 日～ 12 月５日 宮崎水道 ℡ 472-1081

◆有明地区（土・日曜日、祝日、夜間）

10 月９日～ 10 月 15 日 郡山工業 ℡ 475-0008

10 月 16 日～ 10 月 22 日 西江建設 ℡ 474-2113

10 月 23 日～ 10 月 29 日 山中水道 ℡ 474-1440

10 月 30 日～ 11 月５日 池崎建設 ℡ 475-2068

11 月６日～ 11 月 12 日 郡山工業 ℡ 475-0008

11 月 13 日～ 11 月 19 日 西江建設 ℡ 474-2113

11 月 20 日～ 11 月 26 日 山中水道 ℡ 474-1440

11 月 27 日～ 12 月３日 池崎建設 ℡ 475-2068

市営住宅空き家情報【松山地区】
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ３階建て集合住宅　（所得制限あり）
●松山団地１００号　３ＤＫ　S57 建築　公営住宅
　世帯向け　家賃　15,600 円～
●松山団地１０６号　３ＤＫ　S57 建築　公営住宅
　世帯向け　家賃　15,600 円～
●松山団地１８７号　３ＤＫ　S59 建築　公営住宅
　世帯向け　家賃　16,000 円～
●桜山団地３３３号　３ＤＫ　S57 建築　公営住宅
　世帯向け　家賃　13,300 円～
戸建て住宅　（所得制限あり）
●大田尾段団地２６９号　４ＤＫ　H10 建築　特賃住宅
　世帯向け　家賃　37,000 円
※�申込みから入居まで 10 日から１か月を要することが
ありますので、早めにご相談下さい。
　空き状況は変わることがあります。また、住宅ごとに
入居要件が異なりますので、最新の空き状況と併せて入
居要件の詳細については、松山支所産業建設課管理係ま
でお問い合わせください。

　■問い合わせ先：℡ 487-2111（内線 253）

議
室
（
鹿
屋
市
共
栄
町
20
‐

1
、
℡
：
０
９
９
４
‐
４
３
‐

２
１
１
１
）

◆
相
談
内
容
：

●
宅
地
や
建
物
の
取
引
に
関
す
る
こ
と

●
税
金
に
関
す
る
こ
と

●
相
続
、
贈
与
に
関
す
る
こ
と

●
登
記
に
関
す
る
こ
と

■
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
県

　

土
木
部  

建
築
課  

管
理
係

　

℡
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
７
０
７

県
立
鹿
屋
養
護
学
校　
　
　
　

学
校
自
由
参
観
日
に
つ
い
て

◆
期
日
：
11
月 

１ 

日
（
火
）

◆
時
間
：
９
時
30
分
～
14
時
30
分

　
（
こ
の
時
間
帯
で
随
時
）

◆�

内
容
：
地
域
が
育
む
「
か
ご
し

ま
の
教
育
」
県
民
週
間
に
お
け

る
授
業
及
び
施
設
参
観

◆�

対
象
者
：
鹿
屋
養
護
学
校
を
見

た
い
、
知
り
た
い
、
関
心
の
あ

る
方

◆�

駐
車
場
：
本
校
正
門
前
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

事
前
申
込
不
要
（
当
日
受
付
）

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
県
立
鹿
屋
養

護
学
校　
（
担
当
：
教
頭
）

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
４
‐
５
１
０
９

　

FAX
：
０
９
９
４
‐
４
４
‐
５
２
３
９

交
通
事
故
の
弁
護
士
相
談

　

交
通
事
故
で
お
悩
み
の
方
を
対

象
に
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
相
談
日
：
11
月
16
日
（
水
）

◆
時
間
：
13
時
～
15
時

◆�

場
所
：
鹿
児
島
県
交
通
事
故
相

談
所
鹿
屋
支
所
（
鹿
屋
市
打
馬

2
‐
16
‐
6  

大
隅
地
域
振
興

局
１
階
）

◆
相
談
料
：
無
料

◆
申
込
期
限
：
11
月
9
日
（
水
）

※�

な
お
、
交
通
事
故
相
談
員
に
よ

る
相
談
（
面
接
、
電
話
、
郵
便

等
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。）は
、

常
時
（
県
の
休
日
を
除
く
月
～

木
曜
日
の
9
時
～
15
時
30
分
）

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■�

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

鹿
児
島
県
交
通
事
故
相
談
所

　

鹿
屋
支
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
５
２
‐
２
０
８
９

第
２
回　

漁
師
の
逸
品
！　

「
漁
師
飯
」
グ
ラ
ン
プ
リ

　

大
隅
地
域
の
漁
協
が
自
慢
の

地
魚
で
作
る
漁
師
の
逸
品
！
「
漁

師
飯
」
の
グ
ラ
ン
プ
リ
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、各
店
自
慢
の
「
漁
師
飯
」

を
食
べ
に
来
て
く
だ
さ
い
！

◆
日
時
：
11
月
27
日
（
日
）

　

10
時
か
ら
食
券
販
売

　
（
１
食
５
０
０
円
）

◆�

場
所
：
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

イ
ベ
ン
ト
広
場
（
駐
車
場
）（
鹿

屋
秋
ま
つ
り
内
特
設
会
場
）

※�

各
店
限
定
販
売
で
す
の
で
、

お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
先
：

　

お
お
す
み
水
産
振
興
協
議
会

　

�（
大
隅
地
域
振
興
局
林
務
水
産

課
内
）

　

℡
：
０
９
９
４
‐
５
２
‐
２
１
６
５

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
を
利
用
し
た
ツ

ア
ー
に
助
成
し
ま
す

　

大
隅
総
合
開
発
期
成
会
で
は
、

「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
志
布
志
・
大

阪
航
路
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
を
往
復
利

用
す
る
ツ
ア
ー
に
対
し
旅
行
代

金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※�

各
ツ
ア
ー
は
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。
ま
た
定

員
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
、

期
限
後
も
受
け
付
け
ま
す
。

◆�

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
で
行
く
大
阪

ダ
ッ
ク
ツ
ア
ー
と
豪
華
バ
イ

キ
ン
グ
３
日
間

●�

内
容
：
ダ
ッ
ク
ツ
ア
ー
（
水

陸
両
用
バ
ス
で
の
大
阪
市
内

観
光
）、
通
天
閣
等
散
策

●�

日
程
： 

11
月
25
日
（
金
）
～

11
月
27
日
（
日
）
2
泊
3
日

●�

定
員
：
35
人

●�

申
込
期
限
：
10
月
31
日
（
月
）

●�

旅
行
代
金
（
自
己
負
担
額
）：

１
４
０
０
０
円

■�

問
い
合
わ
せ
先
：

　

㈱
サ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド

　

℡
：
０
９
９
４
‐
３
１
‐
１
６
１
６

◆�

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
で
行
く
！
錦

秋
の
京
都
三
大
紅
葉
め
ぐ
り

３
日
間

●�

内
容
：
嵐
山
、
高
台
寺
、
清

水
寺
散
策
な
ど

●�

日
程
： 

11
月
23
日
（
祝
）
～

11
月
25
日
（
金
）
2
泊
3
日

●�

定
員
：
40
人

●�

申
込
期
限
：
10
月
31
日
（
月
）

●�

旅
行
代
金
（
自
己
負
担
額
）：

１
３
８
０
０
円

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
㈱
タ
ビ
ッ

ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
鹿
屋
支
店

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
０
‐
２
１
０
０

第
15
回
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　

第
15
回
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯
志
布
志

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
に
、
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
： 

12
月
11
日
（
日
）

　

８
時
15
分　

受
付
開
始

　

８
時
40
分　

開
会
式

◆
場
所
：
有
明
総
合
体
育
館

◆�

参
加
料
：
一
般
・
１
０
０
０
円

／
学
生
・
8
０
０
円
（
昼
食
代

な
ど
。
参
加
料
は
大
会
当
日
に

徴
収
し
ま
す
。）

◆�

参
加
申
込
：
11
月
1
日
（
火
）

～
11
月
25
日
（
金
）

　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
３
２
）

倒
れ
て
し
ま
っ
た
文
化
財
標
柱

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

志
布
志
文
化
財
愛
護
会
で
は
、

各
地
域
に
残
っ
て
い
る
文
化
遺

産
に
標
柱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

台
風
に
よ
り
倒
れ
て
し
ま
っ

た
標
柱
や
、
劣
化
な
ど
で
損
傷

し
た
標
柱
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■�

連
絡
先
：
志
布
志
文
化
財
愛

護
会
事
務
局（
生
涯
学
習
課
内
）

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
４
３
）
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「市報しぶし」に 広告を載せませんか？
http://www.city.shibushi.lg.jp/docs/2013101000198/

詳しくはコチラ！ →

広
告
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交 通 事 故 発 生 状 況
 平成 28年８月末現在累計
（Ｈ 28年１月～８月）

区　分 鹿児島県 志布志市

発生件数 4,918【－ 314】 96【－ 10】

死者数 37【－ 11】 1【± 0】

傷者数 5,846【－ 379】 112【－ 24】

　  　  ※【　】は昨年比
　

台
風
16
号
が
大
隅
半
島
に
上
陸
、
本
市
の
真

上
を
通
り
、
本
市
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
主
に
露
地
作
物
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
市
内
の
一
部
地
域

で
は
停
電
と
な
り
、
ま
た
、
野
神
芝
用
の
水
源

地
が
冠
水
し
、
断
水
と
な
っ
た
地
域
が
あ
り
ま

し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
多
く
の
皆
さ
ん
に
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
1
日
も
早

い
復
興
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
先
月
号
の
コ
ラ
ム
で

「
あ
い
さ
つ
日
本
一
の
市
役
所
を
目
指
し
な
が

ら
市
長
自
ら
が
で
き
て
い
な
い
」
と
い
う
市
長

へ
の
便
り
の
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。
今
月
も
引

き
続
き
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
の
話
し
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
（
挨
拶
）
と
い
う
の

は
も
と
も
と
仏
教
の
言
葉
で
、
挨
は
叩
く
、
拶

は
開
く
と
い
う
意
味
で
す
。
自
分
か
ら
あ
い
さ

つ
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
心
を
開
き
、
相
手
の

心
の
扉
を
ノ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
対

し
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
返
っ
て
く

れ
ば
相
手
も
心
の
扉
を
開
い
て
く
れ
た
証
拠
で

す
。
だ
か
ら
相
手
を
思
い
や
る
心
で
あ
い
さ
つ

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

9
月
19
日
の
南
日
本
新
聞
「
若
い
目
特
集
」

欄
に
安
楽
小
学
校
6
年
生
の
山
口
翔
大
君
の

「
店
の
お
じ
ち
ゃ
ん
は
大
人
の
か
が
み
」
と
い

う
投
稿
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
投
稿
は
、
市
役

所
の
課
長
会
で
も
紹
介
さ
れ
、
私
は
山
口
君
の

言
葉
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

『
学
校
の
横
に
店
が
あ
り
ま
す
。
肉
や
野
菜
、

お
か
ず
、
お
か
し
な
ど
を
売
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
店
の
お
じ
ち
ゃ
ん
は
、
ぼ
く
が
学
校
に
登
校

す
る
と
き
、
い
つ
も
必
ず
あ
い
さ
つ
を
し
て
く

れ
ま
す
。
だ
か
ら
ぼ
く
も
負
け
ず
に
あ
い
さ
つ

を
返
し
ま
す
。	

（
中
略
）

　

ぼ
く
が
出
会
っ
た
人
の
中
で
、
あ
い
さ
つ
に

心
が
こ
も
っ
て
い
る
人
は
、
お
じ
ち
ゃ
ん
が
初

め
て
で
し
た
。
ぼ
く
は
人
の
た
め
に
役
立
つ
仕

事
は
、
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
人
は
仲
良
く
な
り
ま

す
。	

（
中
略
）

　

今
6
年
生
で
す
が
、
入
学
し
た
1
年
生
か
ら

6
年
生
に
な
る
ま
で
、
こ
の
店
の
お
じ
ち
ゃ
ん

に
無
視
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
じ

ち
ゃ
ん
は
、
大
人
の
か
が
み
だ
と
思
い
ま
す
。

お
じ
ち
ゃ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。』　

　

市
役
所
で
は
定
期
的
に
市
議
会
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
朝
10
時
の
開
会
に
向
け
、
少
し
早

め
に
私
た
ち
執
行
部
が
着
席
し
ま
す
。
や
が
て

議
員
の
皆
さ
ん
が
一
人
、
二
人
と
入
場
さ
れ
ま

す
。
最
近
、
議
員
の
皆
さ
ん
は
、
座
っ
て
い
る

課
長
た
ち
に
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
必

ず
和
や
か
に
あ
い
さ
つ
し
て
着
席
さ
れ
ま
す
。

傍
聴
席
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
新
聞
記
者
か
ら
、「
こ

の
よ
う
な
形
で
始
ま
る
議
会
は
他
に
は
な
い
の

で
は
」
と
聞
き
ま
し
た
。

　
「
あ
い
さ
つ
日
本
一
の
市
役
所
」
と
い
う
高

い
目
標
の
達
成
の
た
め
、
一
歩
ず
つ
一
歩
ず
つ

努
力
を
積
み
上
げ
、
本
当
の
あ
い
さ
つ
日
本
一

の
市
役
所
を
作
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

本
田 

修
一

平成２８年度は

魅力いっぱいの

ふるさと納税を

特集します！

３０

平成２８年度は

魅力いっぱいの

ふるさと納税を

特集します！

広瀬香美
平成 28 年度 志布志市自主文化事業平成 28 年度 志布志市自主文化事業

香美別邸2016　vol.9
～ピアノ弾き語りライブ～

志布志市文化会館
開場 18:30 開演 19:00開場 18:30 開演 19:00
551111 土

 4,500円（税込）( 全席指定 )

※ 未就学児の入場は御遠慮ください。
　問合せ先 ℡ 099-472-3050

予定曲目
ロマンスの神様
ゲレンデがとける
ほど恋したい
DEAR．．． again　ほか

情報満載！

志布志市ホームページ

市 の 情 報 を い ち 早 く お 届 け ！

・ 災 害 情 報 　 ・ イ ベ ン ト 情 報 　 ・ 地 域 の 情 報
・ ラ イ フ イ ベ ン ト に 合 わ せ た 各 手 続 き 方 法 　 な ど

市 報 に は 載 り き ら な い 情 報 も 盛 り だ く さ ん ！
パ ソ コ ン で ス マ ホ で 、 ぜ ひ ご 覧 く だ さ い ！

h t t p : / / w w w . c i t y . s h i b u s h i . l g . j p /

スマホでアクセス !  →

「ｉ広報紙」が「マチイロ」に
　　　　　　　　　生まれ変わりました

市報しぶしを配信中のアプリ「ｉ広報紙」が、「マ

チイロ」にサービス名を変更しました。アプリも

大幅にリニューアルし、以下の機能が新たに実装

されました。

●新着情報と連動したプッシュ通知

●広報紙のオフライン閲覧ビューワ

●オリジナルコンテンツ配信

すでに「ｉ広報紙」をご利用中の端末においては、

アップデートによってアプリが入れ替わるように

なりますので、新しくダウンロードする必要はあ

りません。

■マチイロに関する問い合わせは株式会社ホープ（℡：092-716-1404）にご連絡ください。

他にも便利な機能がたくさん！まずは右下のＱＲコードからご確認ください。

※アプリの使用は無料ですが、通信費は各回線ごとのご負担となります。

※広告が表示されますが、各自治体とは何ら関係ありません。
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志布志市　暮らしのカレンダー　10月・11月

10 月
12 日 水

●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  健康ふれあいプラザ）

13 日 木
●しぶし子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30 健康ふれあいプラザ）

14 日 金
●子育て講座
　（10：00 ～ 12：00  子育て支援センター  はぐくみランド）

15 日 土
●松山子育てサロンのびのび
　（10：00 ～ 11：30 やっちくふれあいセンター）

16 日 日
●伊﨑田相撲
　（12：20 ～  伊﨑田小学校相撲場）

17 日 月

18日 火

●法律相談 ※１
　（13：00 ～ 15：00  志布志支所５Ｆ会議室）
●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00  老人福祉センター）

19 日 水
●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00  有明地区公民館）

20日 木

●秋季合同行政相談
　（10：00 ～ 15：00 志布志支所５Ｆ会議室）
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00  市民センター）
●つどいの広場
　（10：00 ～ 12：00  伊﨑田地区公民館）
　※はぐくみスタッフが巡回します。

21 日 金

22日 土

23日 日
●新酒まつり
　（10：00 ～ 16：00  若潮酒造）

24 日 月

25日 火

26日 水

●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  健康ふれあいプラザ）
●はぐくみランド・ミニ運動会
　（10：00 ～ 12：00  鉄道記念公園）

27 日 木

28日 金

29日 土

30日 日

31 日 月

10 月・11 月の行事予定

 ●げんき市【丼や和華のとなり】

　  毎週木・金曜日（８時 30 分～15 時）

 ●戌の市【宝満寺公園】

　 10 月 19 日、10 月 31 日
　 11 月 12 日、11 月 24 日

 ●そば処ちんたら庵【国道 269号線沿】

　・火曜日（そば）
　・日曜日（花・そばまんじゅう販売）

【健（検）診等の健康カレンダーと日曜・祝日当番医は 17 ページをご覧ください】

※１　法律相談は予約制です。志布志支所地域振興課　℡：472-1111（内線 352）までご連絡ください。
※２　法律相談は予約制です。本庁総務課文書法制係　℡：474-1111（内線 224）までご連絡ください。

11 月

1 日 火

●法律相談 ※２
　（13：00 ～ 15：00  本庁３Ｆ会議室）
●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00  老人福祉センター）

２日 水
●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00  志布志支所５F会議室）

３日 木

４日 金

５日 土
●広瀬香美 香美別邸 2016 vol.9 ピアノ弾き語りライブ
　（19：00 ～  市文化会館）

６日 日
●白鳥神社の例大祭
　（11:00 ～  白鳥神社）

７日 月
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00  市民センター）

８日 火

９日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  健康ふれあいプラザ）

10 日 木
●しぶし子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30 健康ふれあいプラザ）

11 日 金

12 日 土
●大隅の國やっちく松山藩秋の陣まつり【前夜祭】
　（18：00 ～ 松山城山総合公園）

13 日 日
●大隅の國やっちく松山藩秋の陣まつり【本祭】
　（8：30 ～ 松山城山総合公園）

14 日 月

15 日 火

●法律相談  ※１
　（13：00 ～ 15：00  志布志支所５Ｆ会議室）
●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00  老人福祉センター）

16 日 水
●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00  新橋地区公民館）

17 日 木

●行政相談
　（13：00 ～ 16：00 志布志支所５Ｆ会議室）
●つどいの広場
　（10：00 ～ 12：00  やっちくふれあいセンター）
　※はぐくみスタッフが巡回します。

18 日 金

編
集
後
記

　

今
月
は
焼
酎
を
特
集
し
ま
し
た
。
４
、

５
ペ
ー
ジ
は
県
下
の
市
町
村
が
同
じ
内
容

で
掲
載
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
格
好
い
い

で
す
よ
ね
。
残
念
な
が
ら
私
が
作
っ
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
内
の
広
報
担
当

者
有
志
の
皆
さ
ん
が
県
下
広
報
紙
合
同
特

集
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
作
成
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
▼
私
も
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
ペ
ー
ジ
が
作
れ
る
よ
う
に
、
精
進

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
▼
今
月
は
撮
影
の

小
物
と
し
て
「
黒
ぢ
ょ
か
」
が
ち
ょ
こ

ち
ょ
こ
登
場
し
て
い
ま
す
。
私
は
持
っ
て

い
な
い
の
で
実
家
の
も
の
を
借
り
て
撮
影

し
ま
し
た
。
私
が
小
学
生
の
頃
の
校
長
先

生
に
い
た
だ
い
た
そ
う
な
の
で
、
30
年
以

上
前
の
ビ
ン
テ
ー
ジ
物
で
す
。
一
説
に

は
、
１
０
０
年
経
っ
た
工
芸
品
等
は
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
そ
う
で
す
。
▼
ア

ン
テ
ィ
ー
ク
の
黒
ぢ
ょ
か
で
焼
酎
を
飲
め

る
く
ら
い
長
生
き
し
た
い
で
す
。（
持
留
）


